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丁′牛馨し_に、†整毒手の毒苗床i

ニ下請責フ寄ブラフ、そ∵中こ、:よろしく

東電奪い\立木二〇三主事二



「

二幸 立
輔裡きイ草写吊そそ骨(ユニ)賀意奪うラゴ介ミ一手丁ニ→J一二二丁∠\信吾エR尿末長と

むかふて軽千十二急事いきし巨〇 、丁A主事工費母野嘩寮噴つラブの天柱輩で承り、坐っ

てサイクlレ中年の年生ミサへ1手写8」託もこけl十干‾ざ丈三∈:擾じ盲〇位・1ど奪う。

告韓東京寄画の薗巨も0ト出雲こ∴げK、 …告」李の乎日干も×画とQSOする卵こ、

J戸上〈 B工曾高谷、観SOこき合く奮うと金、庭輪王ら鉛直と、、うくらい有命に奮、つこい

巨のご番ります。∴この童鰐の軒毒し唇、 『ァマチェア無燕の訊重出』さ参藤モーれ直

前不正をこの日に二転よひし盲の忠、更は前っら掻名賀グラブの漣邁往\\つく予言、

樽角樽プラナゲ主意-∩ヨ三番犀どじをことと去うつ巨のひる とlニなく、 〇㌢1募負-二面、そ

う摩ことさとく㌻しげ参入の夢中喜I二条ささし直高手。 きここ、 ′真言、蚤、、噴き、すりし

障りどうレようブナと彦もめ、、盲、や得音’こ、ておし小二と夢杏、)要重態直の○ト1謙jミ信二茎

崎弾着三と圃、、こて煮て峯し,乙おり自室\、三周むらの二二主一刀や一一軽に二重席-のここ吉報高ど

こらつと\、う舌諦念l二塁う。そし乙、理論でこのむね弦歌てもらi上 輔き月至う早

さ康子ロ三六匹百千重さ壷を赤緑のしこ○伸二畏まっててこもい〇 、、!う\\今と打養しとう・分

合、う二と(二重つきo 当日勇司調さし母「≡-古々母、

丁Aメチエ、丁∠主てらエ欝、コA〈〇台、 J,金言主十しこ∴ ’さ倉天日Aい.

らAイ」さき、丁三十 杓いII巨、事、瞳十〇百又、 JF十号竜「し ごす。

ここ、 =什宝岳干害′宮前でそうけて 辞和ら言草買中に二の嶺‾嫌つラブの圧更を.

主義地毛をかっ三皐をふ 奇に犀とも奄事ノウ隼のこ子亀の小串卒研ぎ、合せ合と希って、

写三つ星ゴ∴主七時∴害って\、にご、、、モC出講呉、善言∴遂筆圧辞書稿士ノこいモ告\\∈○トへ

∴長-一言ズ中子:,ぴ音と薄謝さい干し妻子。

言亡、できにこゴロ些!ニおう時巨\\盲Aイモ▽誠忠見前菜の爵希(前屈宝専ウ

ノ、ゝ∴主点左、二言「帝古壷ネ当ささA 「宣エロ春本○ト惇り衰廉の台車の′和やきし三

年三吉ミ土中,恒温をg与二丈の丁△言 工▽函外商扁皇軍がすご襲うように筒今り麦で。

工くなら粧モ言百 足曳笠室に応憶よっ、ごめ、高、<こそ亘千時\盲し害す。

礁亨直写年→.宝一 誓言雪∴乏とう目

す公手工噴街襲ノ〕三二十i

念、阜 ふう∴まう
二手仝白日/さ、しし



相 葉
丁A巨」梼痛憤つラブの禽血食ら国軍に当り、 Ieなら万座こび卑し上げ吾や。哲蕉

lニ唇.未到二\めヒリ、アマチェア忠稔Iニ鮮軽軽のこととIeも・ら小母重き寿ずるけ算で

す。

今日のアマチュア詩諦二つ、、て宕もてあますと、日本はもとよりせ束合図に訊、、こ

モ専祷再伸∧遵奉と、、うヤシの凸面も食ら面で、柾‖仙崎加工二等啓で与え、ここ°ら更に前-

しい試みか圭子し乱こき、、。善言軍。臼卒iこ赤、、こも、雑の車柵のみに曾王ら打電飲倒圧

雪験仁騒-)温み自己訓疎に努める‾ウマチェアも小母く窮l」きて土足。簡--二穂積ノ苛つラブ

引去、 ▽H『/し=「下の同母二存命をカタも赤ら肌きず。しかし辞頂き・三時ら小春

をがさの事曽面も十分i二受けて-1昌とはやらずしも言えず、アマチエヤ寓戒に南桑する

着寸時こくことって諜額としこや十匹して奇か塞くこぼ垂ら奮(時のとござい害す〇

千㌢に命西じの二とこしょうが、梁阜(帝了?皇〕は、世辞無線遇雇主替輪

ぐ∬料亭C-争う∴か--スイス小三コキーナビも迎南単二的再三リ雨僅ミ粧∴アマチエ二㌢無聴き

も含む無祥逗」壷に丁重打出し乞、、富商駒の割り当て、二つ-、て、事「しい醸し奏さら積善寸が抑

えろ性再開命が骨卵しろことに捲っており、耐こuH『、 S日干帯の去就対向頓で
す。

JAR」とし)こぼ、アマチュア辱稲葉稀i二とつてサしぎも福耳中二選ぶ1ぎ‾う寒動き奇

っこ、、寿子。七㌢み、ぎ蕎ち日毎の命<の方々にアマチュア再穐きより正しく垣辞して

頂く早めに二㌢輸刀毛’ヴ丁に=井領\用にしき寸。

脊っラブ、の荘重に喜みき重し、釈審或どのアマチュア短詩言動-こ留らず、寸やそのア

マチュア雪空諾甫百着に三の彩筆と友厚守荒勤王二親待申し上げ, -属の二律罷工お前、

り申し,土間香車界でござ、、手下。

帯紐うう雪-1日中日

課日本アマテゴア魚群塵軽

食ゝ育三 ノ寮 竃三
丁A‖AN



臆ニ「臆 ∴「∠園

庭_足の宗主

今を去る荘子主の昔 中厨子六千三)二古画っ\寧迂いて今日‾千二、、了の

一良「園て、重合義、日不言二大軽の立輔今富子,つて具で 串本そ寅自分史毎

分熊毛に皐は雷さんすぐに紅怪し、て し辛う。∴三つ)白布セイ亡の諦彙ざ

承る中国へ古代立明ナノ今日弄ム善幸し食ノ\本当皐二子 ミリ と、どの「寺をせ化

でどの椋信埜詰き し音 こ∴∴との蕪臆電報亭主し ど人士き)\マろゞ王位につ

l亀谷など、奮二二やか{ニ索道ぞ飽き重み弘幸ます。 \\っ仁、、こ画しは
六連木と言う< /ヾ三雲輿て店子臥しi喜一と工しろ→?∴な心と、 二心冬青の幸
水評からのかと云主恩i庵も住商単、中庭主こぼ∴ 珍の希元素うしうーによ

I)春歌韓尺、ミ圧し上反軽 大刀巨『三衰 司馬透に÷ニリ古代中田ヴら奇
に。毎時洋二至る中国の遼宮を早いぞ、、う。しかも この菰暮i㍉寄手

しモ宙Ic8与から数えては与と毒し丁三大妻妾て瓦っ巨というく これ

が中国で代哀する庄逆の冠着『重きせ こあうそう古c つま。当時

に事件の衰画に享を喜、、亀の子弓卜連名筆かこ套っF㍉三ううと工手小山十三十〇

寺亡、今日の タンサブの手用事ミ出てて いき小一王・もとこに「ミミ は- こい

帝奄古\、古、、佳子に言まで、ふ、モ言定朝書き‥も‖)。 奄ど この存裏年乙ヰ\、

壬三の今と云うと 史昔と、、三つモのは後の大子に中子考を†〉虹臆し、、牽

き像もう幸吉と奉自主憩う、よっ て二時しっうに玉大せつ二ノどこニーナ をど

に二きしってきて金手ざ圧して\、くのぞ∵希ううそゞ群、丁重〔支弁二†」奇)谷、コンピュータ

に喜藤弐こき回しうにはさの〒ニ《こなる待命は弄って二、、今冬(う【!し1亨奮う毎、つ

ゆざここにフラブの丑し遼寧ぐちょっとオーノ十一一号了〕写ラブのみろ尋、
こて㍉注して二前言こうと云う与に冬っモ∩、二 あります。

さて 義はずっと現代にもと∵へで, S2∈争、日華が太平昏軽予に
政くすて大運毒しし、成徳そやで・コ‾ち∴つ、、て∴日五二と‾アサリ和み遼沖条薄
と赤らで、襲、三高きざ日本」-アマラ三了察玲車両を尊大こし、亡弟配/\
∠ゝ界の歩力か実り蜃!授†芸か芯千千三れ才一唖のハム同課が、行書を7D聴、

殿璽勅の∴丁Aのハム誕生と奮うれくすですぶ、このへん0牛舎中京麿・壇
亀」各行介アマチュア無前のあゆ写すそ見て もらうことに しそ、いよいよ

本題の蛤朴帯食寒帯ノ責び三薄キ載せ或生ハムほ昏「虚び$灯し毛討議
について∴∴二時おら討琵し しlそいかをけ・れ単年ら奮い。二のS乏ワ争
一) S与え至の叶うす・t卜皇室-争廟 のi向にハム栗も嘩気重恵の桑達と天-二

日過日蛙との査選ぶ、。に1主ににモ吉 武と∵う←虐’合うこ∵しようβ

積碩電市内)ひき藩学岳地境-ここ丸。て轟徳井-に副官で音にした〇
年1 (二の瑞、合一奏際一二番幡書写市もをくそもテスト嘩年産の言寄そ∵も占こい、

-笹前車i二見討わ東リ三人とさす;〉缶に血にううみる Y台Q-ま、

\つ と∵のふうをナシ八㌧そ↓遷幸で三のくす? どのようを三宝宙、こし1そ

\王のかぎ 出c、蕃、、ハムにi与興味思う毒亡と罷;われ昌のご寄鍋-こ

屈めて示、三にいと豊、う、重さ/手中で自主前出主∩司、崇`遷画素奮大更善に
香うここは よもや呑、、ひざふ享i)珪)蜜千二日しこも こき 〉∴手すき

但し′ケ生の曳直言実録し・にものは承くまそ∵も亙喪にもこブ、、圧迫い、
註錦にだけしまして赤きにいと憩うのぞ背黒引きつブ三橋頚賛っラブ
か発って、、に∴ら事ざまの人(こすらにこの内容本道イ蛤さと有史するもの
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昭和2き年(再与う年)
椅短資市内て牙雪上㍉喜寿臆ミ槍しだハム・エコ飾D丁氏士二足子b=し葺こす。

〕点いて∵ JAく王宮、丁Aイ モぶ、 、丁AI Iエ 素足lと示竜く へそ;予言〕書∵卒。

師油土きキ噴{こ希寄書き況して\、与は寸言三石トリさす。幸い当晴の横須賀埠
境のハム涜動は I走輩巨うつ上野刀-こここって碩二愚案今ラブ番戌という

事栗谷思り当時の寄治と ▽○\「寒行母音て三〇春こ訃りきしに論lO色一式

圭リー 手OYィ釦刊ちか手に入りきしにめて この内軽より当や舟の番手
で夷て華きしよう。

けOY創刊号エリ
簡「積互㌢として希†代金一定に奮う時に 丁釣き忘壌正夢、室の青菜

『今師略無番叩責了壷肴郎標か、接貧寒三番興垣外
つこう「、前車掠こ穂薗し、全文、ここ主こ ての創刊号∈篭行千尋にき
っに軍は蔀主こ喜びに仁も奄、、毒と忍びます 今治、奄勺珪t d\ブ

ヨコ町…良美㍉させ一 恵二輪アマう÷ワ外交か子分号令ふうて∵柾登′〕吾
でiJ方、○

如何に意、塵外で受命を掃って雇善人ごも雲壬卜商卒を雪を知も奄
\\こぶ三善は面々ふきも靭そ∵可。あ互、軽重の立石喪尽ひ顎,嘔〔

訂i)哩に討てもやと1こ茶ても壊し、、奇琉球げそ行さきで三強
儀ものきま

という肩口すぐ、 ⅤO「ノ創刊号井1恵で子ら-騒きります○∴とこうこし

∀C\子の一名宙(十手星口だiくしまざっモミのでしょう允、言 ○○へ--葛。

当今ラブ男前嘉はl二℃てノ徳目町毒に二は一昔か博しそよ、ら寺平的なので、
了AIC⊂丁 厄尊貴 う

ml千丁 中堅デモ大義宝_-こう憲転雪目モミ モモすね丁三毛ヾ’、

はつ三三㌧ しだ日は辞からず、昭却98章(雪目に蒔戌ミlもに毒噂榛喪と
子音こ こで承り 喜一す。 ,よっ て、 この つラブのあl′多さナそ当主、

当クラブの 号音境は

溜弟28与 です。

命中与に香寺哀投写と三つ子うに香っていう.こ小月さ∴Si身害告も、
哀\して/ヨ一つ に麿「二市境ミ出しにのたうう みえらくヱ?争雇主昆室、c、、ミ
ニ、`二で∵(夢〉ううiこ ちふ、、ヽ亀二、つ。

会長

!会喜丁

聞置圏

請う束

球面

了A(主S ュ景正 うふ

っ下‖ 盲目 町雪.亘未
了A〈 /y戸X I主題 →把手こ

すA〈 C争∴∴ ,在寮、星え

赤玉二 光、喜

一仁
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墳碩矯市史よこ三舎lO
/ノ 上任す年、一喜平も

ノノ ミ苓唖令:i年
/′ 天主草8夢も

′/∴∴時主部‖臆与る
/■ 大軍10†う
ん∴∴定点白土埠車∴‖秦口早

三諦電膏薬山荘ナ軽の画 し8gと,

横須賀百三番、町上皇4
三三硲訃寒山桓「掻小国‖うう8

椅秀l帯一時菜園フ匪鱒アユへ10
今 上亀丁⊇.-平

′〇 年、′\斗う-うう

′′ 三/高値す く-圭1

′′ 三塁程合4ヨ
ノ′ 上二田丁iうー4与

燕一越て-ら年
′ノ ミ量.采二卒軍手圭一与

底押韻丁仁と4
ノノ ミ量.渓南町「 2-さ

・ソ∴∴三タメ、園丁千一与ワ

取工、金賞きま存 念甘く看てスす鵜トし手三碍ごみ-〕さす。

モー性ノてi主∴≒清正へ定奇介申請書つ\ら国威に至る享で∵ぞ 丁利二け扇の、

喪_輌主と雪上ニラサきし亭主。 (モもうし三文吾小雪雫にJ様⊥報∵吏音官主-母,こも

足っ て\\る\、時代の討遺して二十きよJ )

無二掃寓《専脊申青春を∴∴ ,令ペーゴラ∴幸三で言争りきず。

暗部ユ手早e百毎 に申驚喜三世そいる

率静看 噛頚等市昏節畢㍉仁子轡ちと/南榎
付し∴オし∴ 黍もた

速 見 前 ㊦

哺祀2e早 g目∴午官に電導主へ出て、、ろ く匝雪三)

乎稀鼠寺嶋一書(了4\○○半、無料義博宮丁寧辛 思引退師宣 の安寧右民

事音角棒-ベ号中三の定へ母上こつき,呈「。工票竜三討主 項二と/14紀子直言∵

て申す。

・臆臆三・臆-



亀寺請、え奇‾おし重写し l官

房÷手中二三‡善事高津前垂∴合4臆乙 に三上命 令吉†できC冨亘丁c

こして言重油つき雪とトロ 印可ぐ 凪屯芭計うで〇号(昏∈〇〇〇〇)

昏帝充言長も手堅后、長峯そ、 -雪吾か屯寄主ナ示\りう。

ミし て、コー)し(サイニJ

工雪言を武士へ対席さは

(言い廉\買主草、 弓手〇年

70すc

二角玉ノダ‖こ暗号文-つ

も習字だ言古叶は

隠手工♀テ土と「)十百

時甲子\∵「立言十 時督

時丁は音二手に「自陣

エす注丁唆戸口「牛
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ミーティニケと向く。

(百)董紺の向よそ目う為、駐琴言葉蒔会、程か∴食註寅の寒行

筆と篭一奮う。

日置 議)九五疎

音六1床

井・亡命も

井ハイ帝

斉)」や秦

(食婁↑)∴井十重宗

一オフ十-1そ烹

尋,十三で帝

(軒別) 井十三了熊

二幸十調味

この金モ避雷すき為、会電中土lう杏を三選の桑宣
命モ置_く。

毒長の定粒は陣毒とする。
毒合金に下表,の役員モ置く。

ぐ)盲香春 1先(ハムス二〇努しき科つつ根」念電車剖選ぶi)

(ロ)金言丁係 1克

くI\)立t歩1東 上紅

くニ)球喰塙や∴ 〈克

桑霞は禄令にも全て重電盲争
奪最小亙輔は-辛と寸書)但し国連きゃおけらt}

金宝†ば会の金高丁寧∠、ので一声で貫・う\

公の道営小春合音モ徴兵「する、当分再演三〇円
孟鶏肉の全音は遺子寸し冬(7

誰全きの伸二エリ毒を和食専こき&かた瞭一事輯)暗善さ

飾服す矛。
会勘iプl蔓/連は、う能、金主二より三夫桓臆する。

窄全区し、‖千 路二重二十に≒ -〇一や-βェーう喪主卯すう



7Cゾルク,今より

ユダ与連発蜃

‾竜一毎春“ こ湘イモS 毒見 妻ら

金、卦承 J銅主基∴∴用、蚤∴富夫

立澤求 職占A下X 生唾 市長

輪島称、了邸C合一 虎魚 番え

二狸毎度と三千年裏書の経屋が汚毒吾郎古、赤きろく寒座」争芝8争桑の千三恥

主こ 合で早短命三笠富夫卜、杏三重ご語合、・子、しようイブ\-

主筆軍の、クラブの行幸-二つ、、そ申憲章今手足で∵手の二百〇Y N0芝士ゾ首鼠会

二つ_えご誌ごて赤手きず。、

二つ_ス・ニュース・二ェースー ニュース

丁C。 高年],-上 聞丁 の毒唐の訣巨小「二二二十 とコンみ-ム(うて養÷貞甘受

\、きず。 (再雪4寺「丁戸車ご車重)

J蜜I C千

丁A[丁工

丁∠汗/寸召

J諸子 三ぶ

ナ名! S声’

丁子生/ C舌

了/11二手

J C∴こ

な‾{![)

ノアI (二年8)

チタぐと壬〕

f!J(ヂ了)

豊的

皇ケ子(チ)

紆‾月こ「A 叫β丁

ラー(げ) 夕子与)

争う(年C) ∑乏(′き〕

4る〔づと) つ!(子吉〕

」始で4る) ヱ含了子吉)

き4 ’占‾

乏タ了葎〕 ? {きつ

一年{∴ブ

ローカル后のうわエデ
ィ、 Aキメ貴子了(メ庚も 4戸r王ここ三月真も人密「壬x珪素マ

ネノ!」へ千草李グ

乏 妃月を酢こlエ 主事で主)衰モ長け三言≒∴いすすく∵㌻う言
うントや二千すう∪寺でう

う K召さも、ツェリア講をむごくエー} 苓こも六、、に呉を余して下さ、ヽ

4音∴幸二は九〇千一さ工レ八木モーを→己に∴耳ミミのほと言またこ、でっか?
ミ墨う- i二はi モ二子喜三言外で’車

重アC、臼7t
l、雷的。蒔かず日下-こノ出し郎しろかも細工し言eし] (電翌メモ画境覧?)
三三号子らと∴言上三十月やうくもり、ナウヨ十ナ玉∵2主星サマー二三今上で矛キミここ《こな)責苛c

圭、六二ダブル局やグラブ唐。二つ、、こも声もてい三三うそ直す〇

一詔「



3、ライてこ;ズ思し∩毒:「濃の者ハ マイ二 二旦⊥て十千イサリすき住二は 尺、ントと嘆i二

丈、、雪白二なり相こ、千 万台,/′/ (ニ帆と、 /∈河上XYしのかすきご缶くるり毒す〕

4、ライヒニス率轟音の暗丁植詠もライしおっO口、えナこi・長い皐にした、、と笹室室長㍉ざ

相談令達しこ、、昌との皐。三の穴と善導十も≡ごつ帝率-二三きらし\う。

工と○ソード.
この碩/河童不平甲肇す置引き、は>ミリしま、、え〆、丁和工手良否

辞儀の山の竹やふ、からアユチエのポール1,こす享と坤臆二軍i優、、外圧許可と希こ

l〇時巾『宜チとかつ、,ざ友人と峯。こい巨ち喜崎誓審窪の人(こ高云蒔庫鼠され、

丁とのイ十干と∵㌻号室ので;? 」

喉輪で種うめです。」

「ちざっと、署デざ1来、>、サしろ、らし」

と云う輔すぐ 嘗牽暴きこ●つ帖こ千手ゼ血で、ごんごん認やら出し下こし、、う・今こぼ怠

じかし脅、、矛書きして∴息。さしモハイ。 二面Iコ アマチュア忠子巌と、、う缶か柄、って

奮発放恵にううにミミです/しイc (刀自千三談)

島轟詰み ∠∠呑/
1、丁A千丁工 とニ習って工も∵ めきアイアイと方-ストaSC しこ‥重しだ

え っ君!鼠S c孜1C缶も廿台百割♂=写しアンテナ(三音一㌢1二つiくど∋←や、ソ〕

き入手、そうこう下-ウニ、凡ノの華麗でわへ杏。

手 ざくざくと八〇ウートランス)ぐ∴手工÷コレーダートランスブナ主をさし主してきずノ冬∵∴ ポー勺ブリレ

そ重三言人か局面で▼ほQ貧○?執飼、雫滞三谷〔沈子I行当,ざぶんて才を。

年 も宵寵の掠蜜等ふうか毒薬着一美-こ会貴命高卒8 ,二二只河、二八レ//

イ議一食ごく了は人名\司蓋し)て\、ききうそ∵す。 IO冨一二モそっと専-ナ舎人ガ堰、Lて(乏

しいですね。

と云っモところで、 S2?茸モナミ∵まう星口了です〇本、、そっと モっとこの境の

奇書も小計)きしにらC侶泰氏の雷華同一薄」立てようしく討ノ通、、しまで。

昭和う0雪 ぐ停与ざま)

会長′二億、 J君1 KH局が杏つてし=ミとえう畢て守

ぐ∽!鉢伍長談)

託年上才 の征のうシカ二手三ゴ二,まっ亡く妾命,雷華ナナゴ 0ル1喜寿貴の

詫錬鹿高三隼メゾめりまレアごろ界ノ積年、乾し一三テ「。

雪害胴長葛



輯和訓≒ぐ/ヂ塞与〕
本手度。全盲i∋ J利和丁局

透非暮吉海十手巳ありき羊。

前和う〇軍陣帝、商科ナ三。∴害毒の衝耐力を!′/

晴希う2寺 ぐ/特了≒)

可読肛う2三に千言と、 I了OYI草子アキ 万†ぉ運行これら。ミサ中小う牛や
幸三とって⊇うきし一三。

良
∴
へ
一
言

香子蚤塩毒∴∴令」表誓言∴∴二王自∴工、J 逗元 素
念\三十∴∴t宮上4、;し。 郁荘 子煩-「

高 音 丁相 C古 希黒 星久

子言出見辛公告をう(討手喜連三年〕
佑きて三〇 仁兄十三日

妻やr、こつとモ二十」でぐ宮コつつナ千人か多、同で二か、うとこう 薄ら春へ

一軍「なl、/、:“ナ痔し高手丁に÷二キヨ子恵三,音す,つに今∴ 走へゲラなしitJ仁方も

巧言上 達中十二円′十二十)士し て芋亭主、∴の三下に亡ナンい二八千言凍り、
ト二二二 ㌔_ノ、一_の、豊〕争隼三三涼、恵レ亡。∴イ乏町境かつ昇誉串胎。

ナ二二⊂」二∴f音千三時上 帝予ノ主薫」や言†知手巾賛瞭‾葦てd‖言問」′づあり∴ 音この

子言で申、享草食幸三奉雪盲丘らしい言電子電工こ す言ノ二へ「ナどれ、=.可奈至や軽重の

〔×厚に 一音七三とも草I」J」 」、l卑し「二手可て中吉 7i二、チリして足て 良とつれる、、の

-と昇二子に十二∴∴仰ぎ十二テレコで;る〇二/て\ 2「ぎJ\玉来葛二人→十三ニッナノしノ に「ス・子/筆二千ユル’て

しlヨーニ㍉∴∴「‾×匠 千埼↑)天皇「メサ恒+三ノト「(っレ‾専き、川手・こ子′戸卵す

薙ぎ再二、、生ら毒⊃モじ 千、一三三二 ` 音下 ′、十月こき印して記し!三二〇\曇ごて、

立やサツ工ィ。 百だ尋\\ノ音で 上古∴つiノア室長、㌢∴と二時-てし・三一「二。マ計案内

下÷っ王台「貴く八方)こ み二→く、中計争し布巾で∴ス÷/\ラこ く)キ這_,仁二二、、に。

苦∴宮中て克ち_して、食言で言出でレきっ十三のモっ亡。 (‾音字〔つ

一日- 」



J‾((圭、 ソアラナィ、オハナミノ
園雪雪雪雪雪国ここ二三 一-喜一中

『OYのきZ事は夫妻に坤こてする、 ‾欧の毒,や、石)×の叢,が.ヨ≡山喜が団していも

二時瞳、天皇せここi=:、しい華で請書やト、.しもへし、官制裡妻う、の中にもマ土井釦)、サロ

ンをりて∵番う。こう云う寄味で` このⅤOY信二で憩いの禍と今、とにかく∴才へソぶ

′腎ひい出すよも甘心-ごつ㌻みきと愈白いと罷う、この善言は∴さの電工和島\、王のでは、包㍉)

ぶ、毒づは一撃宮上ニッカマ\、))レ 言

8育伽或る起、 -徴の素肌モイヤスか-姓く、イスにも亡母希有古壷追出卑下」尋・

が言)小目品アユフCノざら和してくら青島に百七億〇ナてら‖三。 l三雲帆つ三重-コ芦か

蜃、、々ド一、、 昏tっむル完工音憩い吐くす、苛にi.守宮白き茎「ミ1っ下垂怠百、との和ま、

時子天竜っ玉、私一エロこう手う干して藻を「退、、撚匁,亡。百が昏・♪莫…iぜトざんぶ∵おちか

うて謙二三善却そしまって、、室。∴二二浄工事イカニ」 、車外敬三をァマガ土居の芦′とか違え

て三のこ、忠言十∴ l「こン上布よう奮う’ノか義士?∴∴三人応手小話主てぐ千倍金母乳)と

ォヤ三二か宋覚麦狂で面く上、人手ト摩申くの厚を定でもJ\> 六二細字を番う。ナニワ詩・、

去三言、トドイツ を茅とは三三三に皮ござで丁、ら∵了で三春再三iこ雇に屯)-エー骨やラミニフ岡

雷汀と人世っげをしとし、串聖\っ、毒しむう=キ亡、外耳叫奄 専てくさ美船体燕きて・

1交え,てしまっ章二。大会南「重きか雫三へ奮う十三や栄子を二音波這ノミ千尋っ十三のそ、ァ二つ。モ

ボして、床時7に入、下二つ重油の-定肝ヾ-虹でぶ\童高上毒草封丁で薄蓮かつ印ミリ

三主上-)しそた言う1可醇るヘア、,スリ埴遂々ご音しき∵十三一∴とこうぶ、知巳「赤丸」

と主う却亨に竜は白子さきし亡、風車--つ呑\ブ辞す春希て1亘も喜。母店ミi言と

耳セキよしに。マ。前と骨品重工の-≒-ここでて稿や分亘かていう。毒のトキはムキ

ムネしこ三七三。這いこ 花市に希うメガ辛で串寸ナ7三園、再思三三♪帝へ-ら瞳の

宝、→翠川亨、これ分を\、とう歩けを、、小丁三。エーく、二言のす三台で艮まと昇-i三言とド出

て、、うちい 雨戸へ養二十ナ宜が〕踊りか、見える.三、ソとしこ書く尊書と 丹比が呼

瑚相こ中々逆を三、ら山香。二足椋だ・ ,/./二寿土工よこや」モモか、、亡、∴可で・ヌ

苫リーニラっ二ナ停八軒へ 一一一一一
群「千言こぼ‾有や三音-か車て、、善し、主も,軋、そ

一三了卜にこ、-、喜一 と1そ証言丁蓬三居宅をらし(三年部をうごめしくさきってミニとは各、ナ

し合し. -大桑モ「㍉どこ出して帝をてせレ′/,/ 、こ考えて、考\官はコテラが、

培うミラかふっ幸三。 椅チ惇一缶げ十二返ニl奇っモらしく月的リ博史三春く奄っ亡。

希は 珠計画に奇も銘仙、ぐ/千二〇で手にした、しかし 情や工手こしはうまく奮、う、

串チエ-)もニー在駐ら杏)つ画工ふ、 ,ミラモ、、∴私か喜ド屋外雷、ドア古壷え、直走\

Sい「ビバし立て合う、長やすすききて・芝、看甲立かむう。と、こ高にげの寧・誓言まサ亀

で∵,考も1三-、こ同じに雨戸に主文′Iフ唇音とかダブ子タとせこモミ。∴う急へそう一差iI

モユうヨはナラコ、把は尽長一のS氏「三八肌合冬八草⊃〔こて辰一口二時、僻、さ工のよう

に赤きとひ当出して森戸を雨中同声ニチモ分けモミ。と画面丁にももで丁も、パタ

と二両三。∴やイムコジスダニ卜C在で\説き 有島奈多三宝や〕ゝと叫もこ)京は

ぶゝか-)し)に、乏小雨や」∴白きすっこ/篭で三もプロ言う申分lす〔、脊写す「室も・もて-、き三土砂〉

と三三番七三一てこ車種lエ雨戸と構主辛の宙、二重で、、たれだ令色とはええ雫を,喜

洋一、二〇漆む、に。ど げえか毛皮釘猫寿や罷もて亡に。て、雨を足しに金工三と出直と

了察uモノ3碕三千子何戸子音して\、毒のてこ仕えをく/照査肌にギ丁。-ら出土ちと雨戸モ

ガ夕かクエぐだ蛤ごっ亡。しなし奪寵-ユ隼丁に甘よ∴ 八面子雫でふこうかどに拝
で不」卦,こし-そ、ふく仙了には、、ノゞす ごに「ゴロセナどこ垂らし音てくら三三郎表外

一-清二



の古をつ警さえて良き甚,。ゴミゴシ、垂むエビ,りつりしこ挫けて行っ腎。

布巾トもて床の中へ入ってミキ会はヌブ<考え高三。∴巨竜轟は-屯-こ掬をヨ「ダ

ウ\)の不毛女市ントにも→「ミスIヽナ三つ-〇一〇-

不)マリ と∵した。

と云っモ∴ユーモラス春吉まをモ遼つて、けりYも「計∋奮童寓言氏-こ香って

三に」こうで∵す、三時そ∵にF.当時ゆ寄主フうず毒の垂僅丁をごと見てみきもょう。

コAl i巨トI

丁冷l 至怠

寄弁士∴エエ

裏二台(エ▽‾

コ冶‖〇 二丁u

丁Al とトl

コA〈 C〈字

種凸1 0エ

コ相ジ㌫p

エA〈 AF〉く

J全音イ省干\1-

さら‡ AJ丁

J谷( AON

一丁A(否O灯

丁だ‖ AJエ

コA〈 A▽」

一手蜜馬子チエドトシーツ一一で∵南極か〈古く㌻ヒ̃古寺に▲未を1圭介まうです。

ニ爵連写0トにめトラン三㌦」ヾ-_尊、粗末よ二でドッ重しで三。

最速は奇㍉まソ武重ハイパワー了,ライヴつしぶ亘奇二を奮-、濠こ∵盲

啓キト1c ,さどうら二幸のこしすさみ、 。三寒蒋ずムご、 ㊨足し‥-言

出4トl⊂:吉イ穴万言∵すす、 …辛封J?∴霊重言でん)三 食河」コA仁は通年

として.そっぽら寸-ド一乗せ,そ’しどろか(フ

会長・エ小l亨う、三高1ぐへ一平河Cも与〇時こそe照〇、喜連∩日陰、

スナブコ」レにも、芸出庫さす.吋忘を写そう十を。バ\i′つノイズ∵奇÷声<

′\ります。

∈自うさら出る 三ブナル一一へ主副こも書で心事。今のオツトメ毒,速_

ちしそ毒づの圭子示しラして十二十。

壷牟こいこして三種∵三尊、うらに∇ト時で’予審′、㌦つし「三、ヽ○ ○エこもの

ス弓ヾ-ロー和しにぎ」瑳へし一しそ束きり盲。

占えまけ誌匂きた手招三〇と吏/ゼ言しい雇主までつぶ‥与青草C(きイり今イ、、ニ潜も

i二をうむぐう上す・ 。∴不二今ナナしトラン≒-具、-違令っにくで!二。

竜三!こ高てこも寄合ですぶ、雲三ごうごうェリノ\香、崇コンビは、\らゝ卦’こ∵寸

々ト。半日与′蓮小玉更ド古、・省吾。

-人そ“コールも2っモっこいきすく やP-さて早津ここ、昏∈キ)店主ざ←

?直c 、不貞あそ∵主∴今レダ合含智之和事キミのキ手すきだ並4卓iきん

そまう刀曝o

る与り南÷,今、、、イヤ、ウカラチインこす 皇槌屋-にI⊃-宇〇、、ス仁王ドの

C冊-㌢トね,/!

ヨ巨1合8じゃ争、\点て・すか船、す詞基に享予?-こきっで≡諦ご亨勺下底。

翠をマウうそと小事むくモー寸八倍∋とに、、こ、、南もそ、,害す。二テレコ

(ナカイう干苦って†ぎ時CS〇もちとって急事で千も、ち帝でチエもイ下さ、ら

詠、竜かレくそ療高二ー点きン辛か1一也キラIしの京都一男亭こぼ)コ)÷

きって居ろ博言下。 C’山下ふ手書リi二子-ム!ヾ、リ?亡母ろ㊦そ∵屯呑、、七洋∋e

帝大の牢も、ちぎ〈うこ∴恥カニノヒ糞力一二〇同山ら丁xi苫大き
おご∵百月ドし築x巧了王や志でいぼ 品こす)せしかエソ\-9-ぶ、つい

て、-急かで∵も与うね\盲糾卜上人〕c矢面で∵す。

日下速球書経中でCI、示 し,さすらか、行元か三古手>下ろ文高の

硲走の港一誌-べ子爵で予胤∋畢ごしよう。

芯、医希さんの卵で、古 ‾軟や畏x荷電塗の うで・まえノさべつつ、i二ど

圭の三幸うクラブの昏二心の ココヨうで∴脅かし書手から飼う薗帯下こ、フ。

先頃 g8∴宮下ず、リラユ0呼を タン)らし,こ∴奇i室のわは、「′ごり払
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三千リJ 。二王_食十日〇二博‾壬や帝メに事手車って千手ソゞ呑いざ、 X†⊥け葛ビス

∠赤めで、とうごiご、、二言‾号。

船イA河ら ち、妄言でト1cとち○トl⊂の同居型、丁xぼ宙三幸じ=二もフ書名ごみ〕きず。

807、うちいeの蛤も出てQSoし古人も罷りき千号。

コ余人A河N∴∴∴秦重油立詣喪主=仮SYご血喜一し「三〇 、う、妄詳Icそ当も一寸)トキくそ言卦に同

小雨吾と帝王(こくいことかあlう書手。

エ創AY」 ∈渇Q合の戸主、Aぅと会う付言このブラ忌--ナのようご守から乏し担うしき

三良-ざ⊂乙小包二°モ善がを、、古今どす。?今ラス。中三菅、、さしてミ杏 子

J創AY千 百中予Jn中臣奄ホ㌔つつ直江/寓語ヨコスパで蜜科三昧で辛み当書ともど

唇、\ので、 QさOさ広で臆テラ但′土谷、、盲二三で∵す。

丁A〈 昏中名「 くさ士卒やさ工と,丁蓄電一尊-ニ薄さ厚手二′ラブか・せって、、三号トニリーき

よ、レ立て\\亡だ三毛、つと\÷曳_)罵言尊下三くさん\主茎手からどうしく繍「鴨尊下ミ、ら

JAI B日日 吟上コ台三三三 さも子吉 8Iうで、′-C出馬・と共同ごすか 山岳音声

外方.かみ、、三谷当ノくく面きり南な変、、ようこや.

コAl! B日G∴∴∴ 軟、コA2命Nグ「言語倉i 二手「C 八芥つと飢こ∵盲。∴つつし二品クの

∇SIA令とえらの‖こら 可0こて′㌻赤しろそ∵千三、ナ曾

事理台目雲 :コ台R⊥言言卒蔓種、略言っモ(雷雨)唾からの〇年/lそ∵す。慢童謡十?

とに千号そ∵すね。サト【丁Iこも乙へ雪山でいきうで、す。

こ船平命日ト」 JA7干モノと2っ令ユー)しそもて\七㌢亨∴∴干しコにこっそ事々令葵や人

のQSoを ロウオー二→ して、、、きようそ∵す。

JAI Bエ吊 二恥4(」Aしっ-ルまっ罫。 妻5ノア,き〇時二∴在、)ヾント“iこ諒で唱駐中

です。 合うニ⊇A J、つ計’ナしござ。

きA上B丁〇 三牟⊇うそ 7互cオプト- ∴希)声㍉寮監の中電慌葦到泣寮内から、

コつつを、\声か南えごさ毒す

刀自竜骨シ∴∴∴公デ碕ひく丁喜4≦/療幸二小三ワ申C介寓‾燈か忠言とうそ∵す。

J44下ろイ ÷即売G喜一言食卓にラフ印しきし丁三わら、主の葺二千綺免軍か
∂寸Iううことこいしふう。
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蝿和ぎ∋草 子膏与者享)

万事凄会長 J相も日主 因田 幸雄民
会寺十 丁AI B工良∴∴市子木こ す示∴京

荷重碩メ坑[母登載始末言も 不語萌J寂

)轟と-ち叫くふ掩南を〔言下そ4う〕

今日璃冷め(、Sううの春) AYγ(宮革)虞歌とこうへ 升三国大の?ス’屡かサル1ニ

ケ)ス今lして止言募。にしIて、(ぐニ肌′さし-つくぢ干上吉本i昏高宮\、かフ’ヒ云っこ零にの

き与帥Cストア三上ーlしそ1 2恒○にまじに映、主も三宅唖ミリ、二部雪面ミつけ下ミの

ぶ 毒草う、千千分詳氏 怠れとかつきくも怪しでギブと暫くして<間とA丁Y氏に頗

沸こ科、そり瞭J宣子毒に翰筒し写。 AYY食°やら合金主歩小蒋栄えの本当の毯ど
こう 一子二言モミ\ヤシ今羞三幸さつきと鈴匿に十十萄軒命詣迄ノに下り ∋すスむヾう

めヾ ≒{二宮三㌢冶 上す松田官本千古C′や二イド内∴7早手(○○平喜との阜ごヨナ

ス二‖一う男う薫芋ぐ}二二三∵フ「ナ亡。三、陸串まつげ千三のボ雪白三景こ’早速、

三、千トにノア′)三二つして 千番妻帯各島、ニもろ尊母エ柱妾と脚力して、弓子」スこ官を

一二三つてごて、ノミ十干っ 三の較_令は音 B†厚真)もこ人命の潜在告きって′幡試しよきと

モ_三 二雄二今子\了と、の車三年秦の主柱で、更に/ヾうで-竹葛ス令東宝っト。

ごて厨子∴ハ幸も、 †三日きま十手に軍書きっ十三q=吉∴工手 〇年∴争日を、昏工費-

じ母Y:∴も丁千、 、アナ⊥命中)′べ一兵∴山田氏、水谷員、⊂ はて。⊃-二にゝ考どう、、〇

三′ウ二大二三二つ二字三 川三言と育ってぐう A千Y虫をえっ玉。モうきうきう/含けようか

言二言うぐ 享子、、了弐賞辞 香春紺二食(ナう帆き皐と有った言∴∴ぎ母上AYY碧さミ

ニ中主芦気ノて仁÷大言零洋一をし時運寒露皐と商売二一主立・この種当主蒸論

も主計÷主音蕊窪もえ、、\ふっにリ、プ三∵ヒーブの同駐韓吾に<り遺し、ぐ)通し
÷㌻《、屯服となった・) 、 C&千㍍の⊇8帖の石目÷強引よこに康Iいしエリ、やゥヒ

尋←㌧三・肝臆 廿:Cしそうわって 軽 強か雫…,、ころつてしきっモミc 帯電B白き頁\

三三や三言 は-スずって 対せ千さふみ)ヾラー七、(トど 動lキもしら亀の八カ月山崎一条

とこう実直言上唄うと、、う形式で∵迭っ千三つ 諒か-塞ぎかっ下二幸になる掴\幸だに

ゎハlうな、,己 こ高空合単玉谷香田に牢ナ→盲らへケう〇日とかち〇円とか′/ノ′

マ、短信,薫き当まテ丁=亡く商に柴田小壷こ、竜1ル丁直下とひ//

\c三二三もご・、/単車に奈を出可分\出こめ膏\二幸フドイとこうで音今ラブの風々厚く(きく

と三∴づとこちで魂うう、ノ仕にF巳全きでシフ蜃手きて∵書手しぎレ「㌻う∴乏して1春巨

スナ二二二一Iし こ向くと主、〉-垂〇本ある七宝う申一手ざれ を喜べく」吾斗∪出立∴雪盲

つ、,ノづ--しこ千二\ン。
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乍宮)二五高ま享として、二だ=討\丹忘時丁二、テナ鳶連千二と

ニス二〕上戸手尋幸子\、革。て\、きし′帥て奮、垂水し言う。

‾丁7\
ヘー

l

ノノ、ナナ 甘超す:と
J初動弓子∴幕 正弘

重泣諏′㍉青く奇手と二一〇ム\小三十二声ニlブイ二一〔言こい丁へ高三ウニ)ラブを下ること

二子二三二∵㍉÷ 二千即に音) レニ\し き0、戸主∴三下′二三÷臆∴ニ∵つ〔l)ぼ遥 吏よテ証

言、しし二十亡して牛hし∵こい、、てこ:米比ろ星亨く一、らゾ〈アェ/言烹音しこも丁も今春

二三,二年〕申す 三百三千奇声、\レ ラマ千二ノラナチ更十㌧二云うずしっ十二三\\。∴三一こ“

三信垂モア二、う∵ ヒ素大き音氷丁で?住う甫二言三吉「ユ∴ロー?㌧」王子こく、きく∵ろ

過二面二すうのか一番下三 三こそ、こ煩う咋うう・こぶ二、三上宝おので坤二当馬の

下シテ十八予言十二でム二什チ中二/二言二子子羊/曇㍉-六三薫二\二に(∴三十。こ出しは、<-

ェ、二子、言臆「十二∴∵ン子吉∵二;∴十十三レ高、て/孝二∴幸手‖言二言臆へ干毎で千言。亡す

す㍉〈 ÷十㌦、二三十に、二七二三十川正二)1一す盲子亀つらず主二にテしこフナ-ダニ

信二訂レ÷‖二付帯」リノ‖工-ノろ∴雪ぎつけ一色二を豆→両年ノだ 日出

当i、計重心∴∴∴e,高三二1 「ミリ享す、i「こし

②辞令命やお、こと
⑤軍蒋羊の入手し手写高二と

④風雨葛=言古して丈夫をこと

㊤両二廉いレやすlこと

ヨ周れ武舎は
(D博、蚤奉りF貴と主をモー二千三宅∴三i陸 中モー丁主語ヽ宣告鳴声でを軋って←

こ葛二に合音へ\ナノ二㌢∴人事千二十言音言こう\∴意三_こ音、′I、こう音÷なって(tン\、理工〕

垂)÷日食で・- セ二八㌧/二喜子て㌧・二十三かそ、垂ミつ

0-工、三十売店デ丘馬手で書信′三、言‥ /きて∵二言二′二ト 幸手浮上し亡母)食事でしき)棚陣

や子音上帝三。

音、二ノよ∴∴ lヾ丁つ。一三イ二千㌦中予イープ÷ -ずぶ/し・弐∴三一二音ホいく臆二、三∴\ニーっ∴主葬

十一一㌦ノブ、 ′〇、㌧ド㌧,臆:ロコ∴三1三∴÷音丁章計二三亘一二・「宣告イ旦こ-< っ∴コ恕手品竜

骨士言直登り千一」う/うっ二二\、「こしニラ言う油っこしごこす-二千才ユニ主菜かこし二子う

そ∵/小二′争叶)せて宰つましE(†,そ“六㌧「二二とちく拭末ましたしフ ナ専ら音ナ\三七ニケは∴

六、、i二年喜一〕\三二十青

く善良.雪上忠一母隼っ十三もやぎ辛をキト十善のエペきらいかそi長刀=二今巧言にっ

千尋)し私か一悠証言)オー)画工にもき自転車か帯昌幸に、‾フぐをくくエ羊惹き

三十㌔、二ガ∵うりで三言モク音と矛、)/≡>て 4≒くら、宰㌻-1〉∴ 二つウこ-、きてし。

亀ノ 信,こ 仁を毎∵半丁やそ捉リ ズ′ヾ了音)、 、トーゴ 亡きに三串と、や一一)三‾古土

⑤こ∴ や音iフグ右薯信二ハント=レス\牛←.壱-)善事、そi大して手短一こつんじよでし

かへ に当意ゐ.ヾ、.うう‥,三二,う、去年,)きち(ギャグ患、>)小さも下ですか宝印二

古寺草にぎ/メ 匝壷、は三高秦にやアリこつこつミっ下卑\か〇六主に軽い

育三i‾すこ う什全土\丁主まま∵尾 上一所無血を\\し意’ごフナシーズ\掌ごつ、、そしき
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居丁D 賄うあ棚a叫勢

天蚕干‾毒害喜べ蔭戦ぎ
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ま、、そししよ三三〇一∴丁言いへlムJ音童を子かビっ下と昌一凧へノきち。

しい三回ナて 軽率ゝうう三主の\子ら会の 千手喜一善の喜/爺が奉り書でわ

きモミ、骨膚に主の己手工三㌦ともぎ、、噴‾三言殺 電后薄さアマうエア京輪干支工か青酸、

導き「血きしで三。

昭甫う4早 年特牛阜〕

/会長 J君I A宮/ 片平覆車∴長

考妾宅を/ゞ三ドニ4臆主に′全長だなすト′仝くま衛てテレ

短ニラろヨ1二伸しこ恒三 モモ、青書千丈アマ工芸二王の官許宗法葺斧ガ、4彊自ろ\ら

六、二これ÷書直汗→そ∵∴仁王ふ〃 /’、ムヘ「ごつ二子住い昇一歩む天子二言へし十二軒自ずそ∵奇。

こいて/\ムすごし二言モミ幸手垣にのっとち帆三塁令に奮う叶リサそ∵す†」∴♂

士ノ∴∵薫∵蕉黍一二三にも ご了ごく=竜一詫手蔓臼1ハムがスタートし,鳴卦ぞ 言霊うら与〇二台

三、⊂ 七〇千二∵い 誓、、旭そほじ揖きし一丁三〇

半音、二っとち は⊇アマも再話露と同じ乙、電できの試岳余子だ春も\⊃「三のぞ二
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昭和きき睾〔憎さ〇年)
会長 丁A仁もユキ三 春不 束蚤

この三いこクラブ貴小塙/和ユて1クラブ量子室も大電であっ千三ので岳峯、、谷と発車時

二の⊆手∴Sう七両、圭ぐ米つの喜田鄭重中二〃垂にらハワニ狙う、という垂心み。些

クラブ音のごくか 講/合さ血こ、)きすき

クラブ局先金良 案三三ナノ㌘

璃角帯ううっ、 t軽くミニ美界と雪、†早も抱へ告と∴芽季二六号く食をもてもナこい

等宗三三真幸, 〈C危くさサリ/l■,うう丁も亨と∫、全きに言CC定で逆立
持主野津,

下見掴利幸に卓ノブく宣アノ号音ペ二手二三月]、一途言二にビンi苗床-て当千惇〇〇〇†三i\

±!ううブ一二翌\こふ とC.こ↑二審二三一立退て’、甲声÷←

三千巨十工二へ-ミ一三了シナ\こ高へ手工しく盆三三でかみごい、烹三戸です。文

子ビ竜自尊う子宮C音一点つ二三」、薫十㌢に二小二こう-了二今、〔毒えごく菓三重をず賑\、

て打) 、、かこ二いこう音■二つ卜だ〇三二一六、三ノミ、シ二/今出し三下。二両2○○迩i\フラブ

の軽-÷尋㍉こかう・、こ高二一一十十で こ雪中・二十ム≡㍉二二\三ノ三重喜工事だろサ世

Iご京)三工員じら こ高末子一 丁二実1二㌻三二子ら:三三「「三一ナナ〔一ていゑ\だって。

)∴∴/臆〇二メソ二仁三や三園言証書十←苓案二三よっ-
う\・一モノ、ざ「ぐ∴こ高二つ二 二十十 年‾-i 二《 音

三言㌻二組二臆 二二くニー音
← 一命 二言/∴-ノ二ノノ言上十二二十三を手当こ←こ、幸二

/
i
ノ
、
 
、

. ,∴∴臆∴十、㌧“こ ∴∴二三/三二\、音二三言、三下っ

ゥラブ子∴玉 音二木春へ(判事工費)

二主㌧了丁、柄ア;-「 /甘蜜音三二で‾こ「こi三三と寸で

坤「亘一号了申しら二三三二五ア評膚恥こ持つ
三℃ろ納 言丁 竹上缶だ生こ、“三‾うe

二万了l 〉宕蛋j君/封

二言十淫曾′/) ′主上喜ば ぶ三吉王- ′つつミラ三幸の全戸工手吾i二ミ二子千二ナこ

本手「_し\二、、三㌧

随東」うら竿(膏を(壬う

パ十雲も責牽っ今二幸、モー\言三ビ 謙」奉遷億万ナ起訴)〕

っ金と中一買って、、ミ∵二三十∈三二して一升三∵こてi二討手t(し、小 二十和幸

つ。二「二塁、く惹÷→オ三石‾-「孟母 と「し‾三〇、号

-臆再-



秦で宋(公一喜〕
正喜は車両12〇円、こすき。

華南日宇語十 と〇円言∵すら。

刹1条(釜宣)
選書去 年タ巨

電車!看

この他にも未千一実ろうここらも奄,→喜子。 ゞ太上。

調1 C中佐局の厘虜にまつわる工とOソ十〔l

師和 色 丹 連 環黍宏幸昇天は す神e小三局の兎芸子モモえら血こ

二品は幸三二足で匡=ノ希i二軍享受さしれこ、言合と之へ、主音すが・手工も三言∋≡予て・看一声

と括って亀谷で・胎めて音階と生し了二こきの和室気付定時ら時を、\と思、いますふ、

年余即、さけ一声煎フて車高評定でQS〇時ら『料下さ小言う,二時」モー

ぅっご車、う皐こ、と賞、竜王\、退去か克て三に。零雫未一事官同ことやら、
さっぱりで、日食i三三卓立/誉すら正式音へ書芸一項しこも暗面主と呼子に請じて

神埼してそらづと\\う卸売喜石鹸ミ○-二をつくしぎっ千三〇 三二で、雫香良はi

ど点てこう缶フ下船一 汁いっそ等令息にまいてゴミと 喜さも すく和宮じ

かN音日K専和に婁唖〔から時に 帰す今春重民D 鬼子旧∨十三と\、うユ‾,レ

こ高ま善言,赤。て、、量と、う毒で召)⊃亡。∴三ここ・帖=くびや杢〇時(軋古、ラヂオ

い任中春方と許Iじ者・さらに乱で号室掃討っご一宮唾衰荷車一人で音あっ辞′しうう

がきちかうー舌うつサチ子‖∴と、うミ轟音て音みる。牽寮歌も乞二まで言わしれ剛で当主・ミ

点こ劃し二、く上薬蒜しこ頂・テラノゞこ、、ときお、∴手持罷うに下って
電墜葎l

寄需霊誓言嵩高誓音読王ら電蓄請託」
と≒刷し÷壇「了到。画王て蒔_」と母と吊を書写バって向Iiこし㌔早皐か
判明/なお,琴柱こ∴親王皆牢○付す。高手下庄こく由しく、←向くl大幡語義享と、

玉幸二,剛球両麿\\仁という皐千 一年直売。つ則C再三戸口」’子って厚・貫崎

ぢ一手ワシ干-ニトにっ亡垂こしある。

J鮎I C中庭二 と∴J」‖ 〔、村上こ の討三乗もこiしし千二

聞耳ロう7≒ ぐ/待つ壬)

会長 丁‡= 0争一

遇与聯!命令倖 聯イ丁T肌 二両/夢C/気

炎つの、話辞まったく毒しノ

守山年号看ナ晴音凋荘(聯ICご上奏の手札イロこすまって不、直)してす′ド〒÷

まっ〇三万\十く申分と完工\かニンうま十十を引Ⅱし草うそで0そJ亡へキ年毎自国/I)

廿か「正二∴二三-÷三善山喜て 甘口手合用序「十素-二手テ÷亡妻怯めるまぶ

そう千∴二、十∴吐乃〔貞子、 コ中予均しl′エー

雪間躍一



昭和三と雪(号宅3壬う
会長 JA′f 王日と ;抽出 三森

全盲きろi三馬、サマー-- 工科∴吉日C

アマチュア南デ喪はゴ言行ことって庄--輔で相可吉をすことのごご唇、フ章夢も今、モ

モ狛二奮って点さず。 C当課束斗)艮け植、、だ㍉QSoマナー来車笹下-こ、桑、 、ミ点て前‾

い、球審と重症もそって入って<言軒へしい瞭谷出ムしか入。立つ あ雲、惜一体と奮うこ

「趣味。三番。と町史<しな、分をくそは有り呈曽ん。相三手車うすづも王寺虎仁す)

会員か-き〇二雇、言うこと公春など卜だ卜もツゲい\のど糎か、介と科面上三や、二七りエリに〇

二のエうなや、_希って∴三治点し二、エスノ「/γうつ∴中食べきと、\う‾大言三毛∴十本でつつつ ‾私と

しては ‾㌻庄子亭太さに島してう幸くつとぎ喜びと努をごてろ暗くしき\\室千〇 し貧し、

一缶三雫っ千三からには できき盲iナナ言努力をして、、三三㌢才のざ、ケナフ電器呆け一帯主力

と,二軽軌で昇華\、圭をしき千。

轄q憩って。うごとに.ヨエスナ」プラ二㌢として、モう卑し丁つ千(-ごティー一千手心ら鵬‾

ご番ううず- - 」いうことでう。清吉。言∴可_一、/) ∴\ノーにこ して「∴三時主計シし。

ミニて\令室曳-エ時雨高着手かざi)、プロし′ドミーナ子ニケを/着こう、〉、事イ\(百度と

三言田下で仁、、と滝、、、三千。∴妄ごこ予言も手下勘玉音せる徒事ニ 不審点で「行って フラウ、官本、、

南方レアこ,。華甲二言∴占、五重、、小玉行き幸かくに鉦二王、 」幸吉、さ片し高車マの

前垂,二も育三レ お香中老一殺人介すマテコア寓言曾二手「すき直中ジ\清、・鱒二⊂iこて争唐証

そうZ、とつにi∴フ「)し1i」、ヾ手イニケそ雪白単で う㌦三つ\-沖文壇(Dござう三和二刀
ぅことも大切です 乍ら彊手写をにとって停前車こす。しなし、三部そキ稔I-塗やしだ

ときに 亘=ニミニワ,トて薫くと呑春で∵ごまかということ馬一軒きにで㌧こきケアすくでは、辞

か-)ませも。小雪件し介丁子Ilつヴァニラ十で同母三、万岡引とっさ,重くに香Iギ「冨)、みさ

\、は、得心こ、く軌条ずつ下ミリ、書に食諺のナi十号高支い漠\、に与り うA奉ミニノウリレ葎う

むブラフラ里でも風、前審,碍与lこQSCを打たし盲重患へて章二さきをどや三、)、民

らやっそう、主や遇二か÷i獄郭には奮、、なとお\、喜㌔ 真幸育三げうそトラ二三之タモ軋ま

れつてききじで。革、蔭迎両手、、むらごせ 三時と高徳こぼ載り書き足J-ぐ\ます、ちょっ

としたことけら葵三途陸封て下さ、ら∴∴食・†すぎか、lニきろ巻いて ラマ十王丁託慮外中

清浦清和トランこしスター薄由井)人情うそ茜。舌的わ二義合、。し

このう基争(こ、 ∇て)Y !〇〇号 とけOY l〇年云(令をと金蔓。つや、連行や毒し畜o

ぐ\す達意 電森岳へ三宝華∴つ く、恕希ミリーユ、、エ不出囲、雫、克捕球行の婁

電力ま逗申、フ予つ」若さ葛ティニケ一二和博しこのリポート

(1)疾患薄雪〕了却下FP、鉾 三三琶亨多雨) 重く下チエ

(うう 天晴山羊も毒手 丁戸口しいト十 日-)三も亡母も事か 了AI C\「、Q

といっ壬三とこうて∵ ▽OYモ中身・の濃い子の分遵千手ミ帆きしで三。

三時で当主∴フ十川ドミーティニケ上喜界巾Dレ壬三人選書1のリア王」ト上京が’掛そらしキミこ当主、

承りません千手へ○○ 。 眼画王、っ乍ら大童喜晴らし、、ざ、すね♂

昏奔∴s∋8 e∧し」二五〇〇k ぼ、

つで日 工ト)高より へ、_∴∴コゼロ∴C千月㌃ 丁紺〇十忙届きご.

(井口C確庸一チ エ川口○付庇の少子ム言巧)

-三!I-



ふうも 音戸二㌘,省三浄由子戸主。卓\宣告廿で十両忘には∴和義薫き幸か

大場\情炎昏通う毒舌『京菜を
埴魂ノ寄付\ム方言‾書直「

宜卦-アマすごすき三前垂臆三塁埴二束アキううっ’ほ∴王ら富宇和1〇千軒から

こ長上云毛筆(二島こて 詰幣逗子善書再来三千子奮う。 /塞ぎ十字⊂ノ・\か矛、袖手主夫

ァ、\ハリ三朝で-ミ華「手痛主)ニ肯き市布三重 和幸、毒÷毒口享も一、

謀計書霊言霊霊室雷撃善書二三三溝淀敵、

善言圭も十ノ当主つげ、二宮を月差即こ草巨金会\ぎl亘のとこ轟むし、こ一才ノミし軍二三。

請,こ這うとこうにウニ寺、して幾きしに三。ぎ垂〔ことを苺、\たこ映るCト、古志、ら時ること

とふ、、毒十手。

菜甲稼 ぐ全音)
卒会全音金吾一言会善一を再か入しなロブ刷上妻ら奇、〉

会す千言 正三は白歯12〇千主薦
芋亭主壬等高車∴`〇中とすう

妻=素(蛋電)
斉会に二丈旬で邑喜手本、<

三舎喜 4在

室辛 l各

停一貫店請こ会に京、、て全盲か亜電車÷l)運上、十三㌧

ユズ下二息蜜を

∋8与の丁C\「. 1CC号と云うゲ=さ ノ今看て∵罷行いこきモ∇OY_か tCいき_三〇台.う〇号

宮か一都も奮い分、とにかく(〇〇号て∵郵)圭玩 三途在の∇℃Y尋lうきち)二 二月〇〇号ぺゞう

寺馬、、ています。 日†

雪国田圃岳



賄/和ラ牢二 子/存イモ)

耽〕\/ IO2きよリ.

∠㌻三二∴こ井口∴午,丁ま)イケtl音ニ「三万

ご字書三で麦葦貢討三二に∴㌻リ 缶二、と打二二ン∵「ご諭告ノ二〇≒言草‾吉\宗主う

に 三上エスノ主音うつ、1ミミに:して雪子こうやこデ三ノンこ J読手「三三だノミ

一号トロ三二人上、市名玉音に三上うモ\)高さコ天子∴十二二音、、し∴上_′にヶ月二一/?二宣布遺し寺

子丁]音ざ魚受電塁†Tめくノミすすう氷雪亘\、謡乙し、-三千。

輩喜一 こ㌍= C缶∴ ,慮忠言さえ

千、千∴ヅ言下二千 薫香全人

木工∴二∵ i峯Aしし ′ささ素

誓言二 二㌦・さ もこ中 辛買うテ千穂

〔、音言上音\丁出合
寸

言,二二申二 一二二千七〉、臣.高上 木 下7証′子予言‾に/二・室雫二才う寄合′雷\

二十て二、臆と/二二三二主上†三石三二手芸干し下さl 〕

は二幸はi二子\∴→ 上∴. ゝ\言三二合

言合 十三二二宣言辛点し∴∴∴ \
了十五古喪主 )三軍⊃ \

寺平ニ ノ

十 〇-_ 」黒 蜜こi淳,

中書 二年∴音臆言玉 アートバイ 主食亭主トラ二三一八一一

_▲」- 半間十三∵・ヘ音/〇 ㌦∴∴†)∴卜う二二言う-武 子′

二二二∴∴ ’‖∴ヾミ∴ ’

斗垂三 上∴∴仁

音ト,臆 ∵子ら二,て千丁二言千

二十十 ∴巾二’音三一

1丁重 i三二二l

ご箪∴∴∴三、∴/音、、

(二一㌧、 主上一時

詳 二二 三 桂率土\\三二三一八二

乗_∴幸手∴ズー八二三十、ナンニスや三、ら

三方」∴∴こら上す」

徒 歩

圏 雷雲

園 国

土ムー秦啓こ

主ツネー∴白書映_ 士しばし干しは

ニスミトラニ_き一八二

三′生らトラ二三一」ヾ-

竜高三ト音三二〇きし予夕
′・

国璽国
三石にンシズ子主宰

幸三平らノ扉きじ直中ト「下市

単音華南1

上告封 三e/全

で) 当
今C\ ′

二三∴ ・∴∴弓手 ノ

ア) ′・∴どう/・

三・〇 合う′・

三
ノ

ラ〇′、

う∴っ 4C、ノ・

三、了′ ヰご み

へ/, ⊆:c /′

ネ宜廿∵三園っ干 す生もト∴「ま」l云こ

元子∴ど二三もごう-」‾†三℃\こ三つ亡か、 -つ-つつ.う\して百二「三、と窓口、永玉音と曹圭ソせき哲、

に。社登園二丈、ニー、仁王「チリもニラく′三一モ荏なめこ-=し、ユニニリぐ∴二一二を、、づとを→今 時づち

な、北、入中三、ミ三号-つ つ入って討ヾう寧-二百三。二重ヨーニi‾芙うら〔三㌢へ喜 美や弁護

く合うて主にだ香華に空合て こ二言)臆すうりこらい音更.な三三。喜子二王二十一十三重子′≒をへ行

くとナ寺井うまく育三へと 宋音とニt二分宇宙と奏せ÷つ(>、三言さとどまで弄く多き。お寺

翼1二入ると発く喜二でくら果子音うに返すと羊、ノネ二言三㌦肇くるってざ「三とまう毒と三三†毒して当室。

一団圏-



子二_,すすモロオ十三号をり青く入→て、、主音:ト音で∴二、八言三尊工、三\と三三、つ戸主ェリ替り、育三

小手。千二ジキ『\六八号ミ年\1主尊いとミニ∴こ‾∴台上と三三三忘〇㌢、千三乞十、・†ヽ乱こ、、二三かしぎ「ごつ周/から

す、十二二三ナここ音義三と三言シフ三葛)青草手に,)ァゞ二㌢葛、>.、 ÷⊂、すら÷㍉享」チべ\掌も二入って

冥土♪こ こう二ベ∵信!ゞリ/つ再三。 ・てぅ兵として ケ主事三三二こ中二」ミこい て←)仁lキ\ツナ・i、ふく

に二㌢っでつ是二子を,丁二もガ、せ、、とふき二。ヌ十つ一-つ亭し、)÷足守ノ ン詳しiティ子こてと主、、

了卜三景が 苦言 間∋みてl十、三二言〇、、と王ら,文言誼の差、含量こかして二。 ン三〇トI

丁†JX (手時羊l さや

弄之、逗ニー二王、モ/令喜久‡1さだの賽,

毎夕苧 千十三園三ぐう合金単(こ虚しC:ご〇〕素量賢くこ重合 千日Cさもの遼串か繋

二で了をi這、いこ高∵二。=-ラミー、さじ宮も。亙コ 証し主ドニ手工ミ足に唾丸そ、つて畦、幸二。

キ言三宅-二言一和一中二言㌧くさ三三をい亡、 \トを辛をち十全裏山や∋五二をてら-赤丸二宮

を涌きユニからし上手〕く孝子くと土居\な言むっに二十三臆小手ノ香で迫をさて雫必神主でっに

ご一三とこ串 _\気高半言育てを三・∴をりまうと三台に含出て春=)希豆くつ甲u工ミノJ堂

外十二宮しって事を二,卑㍉∴専妥中二よす.二三さく奮う⊇「う奮寅・ヴすう。 -心・軒-こ合乞う

音」三/⊥ ÷三二・二二、二に二丁三園 で真二一二、、直音ニ奮ってか)町計雪上こく負える。忍基か発く追行‾

キロ出塁ンデー仁王へ(圭へ。和宣音,なみふェに登って圭1-「≡ノ主、王手島中。条と画しIlごi

二三も。子戸丁I言上をつけこl妄亡ぶ1〕吉リ ーを馬主十方朽‖二、、って∋ゝモネ愈忘全く 魯喪

「音」ニ音三上二、二1章二り六三品二、台。主」ごて∋とこをこ∵ここ中主う誉患「圭かごきき。佳車や

-く二㍍三、。 ‾二、三音〕二二三を、、圭、きし -計っ\っ干干して-二二十千〇分見っからを、、。二足を詐\主で、

/う、メゾ牛,二、i三\、∠こうへ\う主\(‾主人が二年サー「二とi\う。 \\ういらずらし 半合ヤi丁に巻一文、高三。

し、二、,)∴ 二年音「三三下小論こもェリセ∵三逼-ェふ)宣言。∴富まいすう百十哀音臆ちか竜神じき桟か

へ二三. /:∴/工手÷‾二、号入こく昏,もってテっ主部会堂に入室。真美三高与。二三日Cさん

÷中二」、- 「十∈ノ土土中。、ハス下喜_- 。, ′’二ちらの女も奇書舎、、こ、 、、、、三をもし

三、;二言’しこ、高.上せ、\ち高まオフ巨。 、ざこまめ、手痛を下っ十三ちぎに≡ろくを⊃-盲。 ○○--一

三時)\二 フし\三言辛ゴ主。二乏,てキロ三宅千-こ患う。葉、、遮時-にこらに出た〇 ノも二三日ぐでも

っ\づせこil圧亡。十十帝早生重い喜連」と1ぎ二重ことかもし‖乱奇、)。ごて迫かこ⊃間て

十こ高ふく二㌢二、、∴ち三つと甘利悠‾オ乍一汗さきの中二太って盲、u玉か ここも亡、ぬ。

⊥こいをにだって行く途中、ト冷し上し〇年いアエラプモモ、つ-うに 音子ら-)呑こきうに吟

直いう。∴ミヤ〔粧う こ二怪で7了り荒・㍉ニのき少、で吉とIノブ。千日 モ十(Cごんと旦っけ千三時-

は 一一遥車「モ去れ牟′二㌔でミキ三を賓こなし王。侵葦高書三も○令、二三主上つけで〇九で言すら(う斗

lト上手にっこ、、挙、、狛二 一一 一∴。

三二∴こう。ござ1「但し合否、ら臆を、、て、、言と、短甫石堂-しこ小三を、こくる。奪衆さ

と唖でとき♪ようこ研き ラスト零下叛き再出七生は-、たこ
を多才㌘

上、〈エ金工うに 井Iロブ̃千〇大白川十直営も天も三八にっモー
乏瑳丁 三洋亘と二子もつてやりに、、との希昏二子、ゝ日華、÷二三っこ



朝だ⊥ 彊汚す中毒子弟ノ

J鉦してはせく惇二言工告示菟可二二)訊音つ、に-こふけろ各否認直立ポ闘うるチ

今さて二、の浮電ナし十スプリ二ノ宮時季桑- 4c%∴ぐ耗一骨1吉日C労 など-手2∋申C

以下刀遼東で雪上)こし年上\く亡二三華南していに本、きまで露と待-Cご人亡く二台、てi三‾敵手

外注㌻門主という亡の。 (さし「十4三三時C 相に薬と1、一にとこう)

仁手口Cは へ註垂幸三介却1、う小二玉り書

キミ現-C 。千丁宣言単三育式につ、、て電蚤と「㌫義中部で合せ兎斉「三下うそ、奇

\\モぶって∵蜜、雪)。

名馬 口二か∪ニュース_婁ア

イ」しし0 2川Cnう三」.嘗・亡ぶり重しに二。靭与は上々。

1 」干夢 王達帝大寧襲うエ営亭昌二三夫きりきし下さふて’こ腫ら上二かお印をに-○○-。

1 B工に アマチュア丁t「き直っていう高こ、訂金か挑ヾミニと。乞計希助手古

く」FC 雷電示総革でしこ、、草子。

圧しは ら〇時∧〔王しかと分ヅきしモ享け無料会同や

〈引」C 襲詩聖三愛で「天Q良」

膚丁に∴∴日下やぐうに包隼在中 剖映う≡」もき他市ナリ。

匡円く フ「千手オーここって王子しiオ・ナニワ生計争う。アーきCAア辞のいo雪)モ

今戸告 いだとこう ぶP享と-ヂしきし子で。

初手雷撃井筒軽耐肴てアマチュア信奉事に手皇帝に脊÷ていまでのご下遥尾では
こら和杏へ二重手長し千三千二\、と∴允こと。

会う ㌻工 手三軍樟毒、雪中帝京、喜田時不凍得心申す〕らか、再養子恒三電
卓なし写す圧、三爵騎 乗「蒋斉し彊、、き玉露トラン三一八二言ここ÷こ、、討

÷仁∴Sやし」二言÷- 員ノて∴雲合、こもナひじ、、鶏糞の南越谷註山且軽さ賞こ、、こ

キし、、巨竜そつ)音二=三大吏千台をつ-ナて㌣十 〇二て㌦汗や介は略でてい五三だ三軍了。

会合…時男-商事更科)、尭

言草宋音⊇頂上ズ下と加工うに奄匡する

合音ほ争宙 珪責 一粒 う。〇円

営≡(盲や「)三〇〇円

二幸昏∴∴∴∴∴ わ〇円 とすら。

二時二 時担うキヨ告白百一二壷弓で青みすう。

画

」、



湿千時き亀1〉手多車高羊毛烏評言垣「言申し子)に三吉シナ㌻竺∴三予告にモ高じ」へう奇

手も望めブコ 二手直川し三-し,下二。

二涌画素皐に∵責 ÷ミ寺子卯で、鉦三才じ 分身と三三今寺し、1三-と冨、、壬「。

◎ス雪床・遍手前軌琵 うで、雪、引

当ゆ え乎蘭ヰ一二もミ サ三力這丁に重電〕キミ三尾であ高卒、栢一駿と

て 看薩、二着→だれてiヰ止して 諒毒に千やこうじこす三幸しこ告一亡 丁三三うで才。

モ∴にら 三高二三夫杏ざすがう下らな単l針鼠っ下と寒出陣早手。 )

三∪て羅賞より二か命名ご公国頂きうそ、丁。

主玲i∴主星∴∴全母親⊂帥少.胡十与∴∴千紅さヤ

丁X、 丁X-ききA 匪C」

精砥∴ 〔豆、∴メ五圧印い

「メ∴∴ 〔井ぼ与ぶ
科握手ぅン劉」

圏
つ

2g母C不-)しトラジ三校う」トラユニーノしi」 /台

幻腔 ′′ I台

A吋 うら7砕伺 う釣C秘ダ何十lL・妬研南

紬だ 班別、字トヶ所ル伽高
め申C 了を亭即、萄」)しノ ぼ小南

募狂者 同仁三雄、コ生弓ウ雪?∴コ君1戸命T J和声至参

エ41だナた こ功1 〇五二了

三中主0番号ふ、SB合軽晴で、官モっと下日に思きると寒流映し書が当面古

大豆ビっモ布こ・くすぐ

(9 ≡童麗子多重這己

翰雪の香合イド巨をこすることにし毒し園丁う。

う、きいc

′、 〈4用C

国劇田圃∴

与C柄C

露需十/豊嘉子ヨC牛坊ヤー

完岩ヌi顧草地iト尊テナ

手足5千十X諦cの生、。

TX-ととA
毒血「ログ力五㌦レヂ一、ラブ

参狂者 こ沿]ち丁斧、二男l多念肌J利口∠母 甘口しだ缶、コ和合エ露

この日(吉 三善言つりそ1日藤一長、∩三軍轟音王女やさんふ 寵三内遺子暗しそ奉主

事アラブの公車重較こして吊三つ年ノン‖∵ミキで- ニ船! β工に市永さ人外喜色的l二

面主入って\、亡。全車の三羽)諒、エ∴中主三、千ミ告高メ高車主な、更到掛÷牽く

豊匠の日本品ハム外耳丸≒ノ予定看、当今二元、弾していた。 ち二㌢く さ香○ 南食詩情

市長帝へ薄、点でご∴こす,幸子うハムも、∴三′」÷立言てる事(こ′言う。

-二三三_



ここう/三上上帝;三一

十差、チ今′卒、三高まで

圭,ノブつ。こぶ二心こラフすう燈って行って脅迫三二三㌢づつき十十割三(ナでも、

手当千時 工生計にこ削LSS、訓や出井出世こ、鞘イ干草こ連中
こ、抑留1」事-1Cにと♪三屋中二会って行事もモネにするcニ拒㊧出色-きハム蒔一

会うと章C隼のやむ二余った/F三に含ま←斧っモモ暗三、ろヾ
輩郎/、相手と:う

してが布令-じか一天しかb聞そしきっで正i・承ろうゎ、?二時乱主力、ム分痔

ぇすぎだ咋\うらかつ 主軸「計二割片も侍史・くなていにらバ’邪で斥いか

と専用/しすげ㌧矛テっぢ言

◎ 大雨山形覿

丁〆務月 と三三台(料吐つ 卯ち弓→ウリコン 律タグ

仙丁‾ 言わ′,ロング切や一 戸少

調!戸エコ∴丁柄丁∇耳 -井口圧しJ 凶乱す人○参抑ほしモ○

戸壷に昏障【壇だこく川三分、丁Xか塗中ど1サムリ分散マ三乙は、つ前庭と
をう∴わー、修週毎吊曹J息) ∪ぞすぐ出てくら打合と当た叫ミもしもと盆、もも

と点二なく こ式守の前垂、千束憩に豊子→王こ、 =小シ介す受華星亨クラブとしてでもで

\、知事くす。ユニラストチ申請書千時すぐって\\き手ふきつラブの寺写垂加ヤうすずも

げこら吾テ叶二高言しぢ寄書,のすもしI悟でし花ダ

ニし立合う七 二∩チ∩垂亘十三才ノ⊃早三下毒づと定剛せ丁寧両\杏・そ上すうず三

滴て∴下享で雫三分そって菜三戸で神主か、組ます∩ぐ令嵐申し掃えれっ○-)謳え

っけち申、,三ちら今、分ともわ圧し圭一すわヾ言

ブラフ一男
各室∵

ア時晋 ミーティニケ いつモ仕葦をプチ子走去岨,-師直み<血

書妄雷○ ○と上之臼ゲ,フナiレド千一一ユニラストク重野〕に>-・て

〇千不幸小室叢塩辛宣言なす三井4軽肇打希の蕉帝甜膏がミ一斉
二男ニ/琴7憎さ出て毒主立工の下さチェアか三三百千千姫や事返、訓こ

計-す言葉肇、呑との等言三〇 香合主かi二丈貧王ら通一語=「崇出しおが重要

=凡 且二索立春寸早圭だ正字モ介にナ宅は庵、書きご漫年中ご用十三外征百

八丹キそ来ろ≧→こす皇帝としモ、、帝に知嚢、、、しき了0

三幸㍉2仁う∴∴フ手)しノト÷-二一二、テスト 二歩主星ミロここ参甘口

科へ打者lら貧一事≡∴∴二で、々・悟ともビ貪S⊂〉しな、こ
未着i⊃三に、iモ’

り 主上禾il \「」のンヒ毒二五と「計て、、即
日言

や〇、丁l〇年 蚤を′千二二中点二審

中三;! 仝喜入、はニ寄i書こう喜郎しそ(、下 ′べそ託て÷小峯粗暴工詞へ竜骨か〇二

こく)多〇三二の寺だ,i\升手工乱しlモノゞ∴ど十川手をウニ「∵に毛と∵→て三千こかし写

生「∴っ\∴三重 エフでネ小者ハヰ奇\、小二、す\\ごまうら申しし寄主二〇

一年′ニー



幸三自らこう 高バ十品l証メ二、才呑舟で)腔こし;に。二二十臆章一二‾二五雪ここ早いこして1

半三三‡月、引。,、、∴こ、毒魯i」高さ書冊百・、尋∵寸言∴千」トロ ‾手ニス(二手∠ミ牽

牛l了神主汀に言と会言丁の丁川口坤/十二 と匹で音、三〇時1こ7=cそ、芦’lて登∵し、

ニケ芦“自○小、青ア1し直しここ容量六三号キ千二三うそ∵雪ぐ どっら球春〈キトラン

二、之夕一う三つ「そ㌧しす、めけそi、了。東電>-ユ」だ下上って唇を京∪亀つbつこ

垂滝壷円n山輩己ふう三計藩の当㍉薫∴辞世時千、も
▽〇千(05‾合食二空手二法レ睾し丁三二ぐ

草計らか二輪貧し時E時さ音に二㌧ナス十かつうつ軒東の座工瓦の中内蓮華しガ夢言)、

QSOコンテストこ、《キ/辞,舎アラブ′二丈、、て うず了長そ つ午年ユキさ余席伍

ざ-古参2岳と音(年桓こす。諒とモミつい蔓一手むしれコンテストじすみり舌でん

前受、、に育む三宝i」善し」千三⊃○

⑤二の職から∴クラブ1手職盲の国電伍が奇ト長のと吋施 米\⊂白う-iていよす日工

10D和郎 宍卸すクラブ謎呈∠徴
利随より 坤仁子‾『P黛木皮でやじ、とし了左官浪士や蚤に缶用了、独立の講

しか希i)、他牟)海気?ラブ市波亀倉、合モモモ ノ会商こコ君イ○芝丁∴心証芭O国

副会長「ユニ申1 †、干P唇-と三号にi′毒して三。 -しわら訴連\、七会賓さの遼寧に

理0命じき臆しよう○

降寸ひろ子与1 F=妄言∋∴に-ブ 4三〇r←年40ト、しC.の卸店モガ三尺っ亡・

醍一軒4c雪 ぐ帝きき手ブ
ヨ前妻虔う蚤買掛

/会、長ニ∴丁か仁夢ざ手〆 栗田 正字

会堂「コ冷はけト1矯蘇公海
軽李朝イ与川 邦脊捉粗こ酬」UO軽口幹夫

遷幸 群‖命N\「桑五二払

う×のCON〇六も培ちて ふっ乎)桑らし)く春つに食ら二両魯ぞ恥、この寓言蒔爾筒

ウラブの盆景と審拒七年、モモごく皐にな)ミし十三。一粒蒋桑賃柄、ムモ重刑

∩-途モモビワで赤l」害す。こし乱から介来い大台こ高連して、、<⊥二〇らち○いの

ろ介禽印判、∴訂、‾恥九と中三だ三に、、ともって和音も宵、車も鱒呑舟もしろハ?う

ずそ∵商工に、\と翠、、合す男そ つうつ‖軍刀脊重な待合手動力描く食い、、たしi舌千。

倭馬丁神P科す 浜田正章

を缶、こ介40卑」こ

ち成武道認識、軸屯 肝三条
(争昏こぼ章4信にラ自画小諦苓公か行青年〕肌に。う

‾‾、之。ラー



オスカー皿Iニン、子 ニ君㌘⊥オズ巧二幸漸寧青戸

市長 丁A膏丁P赤木畏

オスカー田∴庵∴労り力無〔)し在京蔓〇両三組だ人工歴幸三で今、

高二手ソアラ的1、師匠〇㌢令、証/と謡7C〇て噸三周峠言要って、、今。

/発(4紺-ぐ二郎C

ラしメーク- 出すときトIC

iこ、t「ヒ÷ユニI4亨、千号ト時

二硝芋窪は三号正喜と嘆卵、ラルズク〇時。し一衛星か討二億号も壁
任しマ二時や略して浬)捕程や王やつ街宣で金吾。景丁ち▲〈44問eエ
ニ亨に言基腫上で 国主 =C二非とCで1追善する七両∵寿命町の三っばをし

そ∴∋返事十千、から年回P iこ患イかか)e 心力は軍申す十」直り二で当年・

ゲイ下しレア守宮宝玉ナc 暗]鮎電工重

刑_皿い郡は画し春日か、-書証音・して、1珂c奇諦膚軋遼音素晶違え
て薗こ乏三でして事亡ぶ∴喜与4韻習う訓4β OC〇号へC○(う醸̃こ較工九し

ぅしト一手-ニ4直、)イ二、両呑、、 {4年上1C出イアースレスレざ入赦し妄言バミ。

三園時!そ斗自C厚在団l千しこ、一軍小母ナンどうt衛星外字皇帝蘭⇒恵、、

帝÷しこ。相丁は、∴つ、点上高二7伸こ高に百きざしヒロ
〇三 丁相干し!エ

4C争l↑」 /百島のうこ∵三と更て考きし這
(∀OY十〇名与り)

招i請 合漣椿軌喜重郎三高但一二季云牽中二を。きしと○ようし-<、

珪‖則C 珊末とこいナシテン\クワゝ星テン三・・丁年三、これレト告ぐて升即

て「。 4』-十二千と」高富芋ノしヰ清三はi、とう千をこと一二を喜好、

†二六つしていミニに才ですc 今高三山中主管′てい出してL証椿に埴一

帝青春と.中を三重斗て孝三希巳とミニと-二三㌦善し丁二。

告丁主 軸奇声言注i二三丹)きじで。道子C)\〉在での子宮ようしく凪c

合ラス「エ 束吐逆沃沸立-二軍射手し-巨←、口議も道々堅サチ子暗--エう

しく魯昏希有→主書き 〔未払了と三⊃ ⊃

恥=木江臆∴三宅再でC音ナチ- C匠で、㌻■吊阜ノ」・こい三千二∴ †「申すて当蒔
近くに奮りおに。奏三二.乙 Y」手下をもさくもてたモノ語やしそ、i詩

重用丁\( 二王℃まき勘乱七〇二照、す。暗室∠こ1く禍を相和ことに
IきIノミうそ、てら



丁神 工丁八,音、 蒔丁ぐ う封i亡、S、ざらでおと出して、i釜と

丁AI 「座しし 〈4同じのC峰で三上Aセうそか土 砂XのD禾ヵ灯す鉦ち小吉く奮って、

享有三下二号だ\して三で∴砲手∴〔YL拘わ刺しや工事中命と心配しlそ、-功

「主と逼。向,二」と彊こ
げ巨∴ニ井口〇三し同 和昏;乙しう身

元葺勧引零していうと、薯がテ」土工の前でi ’‾宝と諺の極-こ」が・

控まる羊と言ふの三㌦ 恵ひて小仕事(?〕ミ市←主点三。ハ∠\ひヨ喜劇寒心稿

や出しこ、、∋映画と、、ふのど、杏仁さぞ‥うらしモ、、と定仁∴こい十三も介の

掲つっ巨のZ>鴎貴通垂三才で刀の授与徳で呼や諦念、でゞ‡ティナつ下と。

峠を二郎舌ざ自妄吏片雲平喜〔呑むと産直・′,′)こ雫室か:冥々と筒虹盲。

珊十虚 血珪-の±し. ±⊂矧塾こ、疎らで渠鴨のSCS巨もi子宮三宅讐アブリブ「
十王、のハ∠上。 このu中主X羊」とマテニケI寒く/降嶋一事 この二才王子でI二両‾しても

会こ輩辞である。むここう甘鬼謀、\〇両、医薬と達し11こきで帝京で与えノパリ
やら奮行惑で日清こ送るた-こする。トゴ当月無〇こ千で・′チリ丁ミ証「パリ唾すべ

きY軍と産着でおっ乍三夫の狂-ニ会、、輩、しみに千丁ちひしめ帆十三号三大が大志軽〇

三しそドイ、\ノ肛∵ミニン<こ;か盲人ハムがQS亨青さ。 =0′、∠上川違いな大小儒者弓手夢幻

霊l::’崇慧一誌霊善業諦事二葉霊言諸芸宝器薫き
漣や主で・\ノ連呼せ)こ入ってし害う。二二で患う掴ま このC付i斗蚕桑の主、と。蜂客ら

直轄乱丁で、二分 五時年産韓古今テ志一考山菜三馬ううべ\と、、うことで拝呈。牽きiiでき
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今\壬虔千 二捨β」三宅コンテつ叶

谷」し.〇二で\ ,各年ざン予〇専干し、 ,4」、上子しこを に参ナロレ王宮丁二〇

三にi塙、二、千 う二三子壬で二音\ノ二二`二\テスト/ヘ誓う、十川㌧∴㍉←克子塁上や腿韓討しき士に。

マ昔三ア喜蓄 ÷,\亘二〇C音了∴′告二言∴∴∴享有‖守∴二宮十王京へ には圭

こ\旧主∴二プロ二十、∴しぎ‖へへ で旧さ 丁小 二言 霊厚
手二十二二ぐ三ごっこ三吉ニ ∴ドニ

ー一字て二一一



龍神4軍等(膏でう与)
蔀一彦賽が・三乗定 妻をしましi里

曇ら∴∴下を 二手A上古)C K

轟く会・一叢園 丁Aイ XCA

-喜達、竃三∴へこ雷I 」;DⅣ-

魯l膏吏 エロl〇日乏

≡奉 卦、 ∴丁Hl合し1羊

喜月琴卦 Jトロ 『Kし1

クラブ学良 J韓イ 泣トIK

金、試‾ JA 白Aしし

きI念書十∴ 、丁トロ∴台へu X

薬包 蓮宴
席勇二琴を・∴∴∴ 短雷一国ほヅきって、亡きや。

高石春′ス泰 どうを圭子しi<お唾い室をしき千。

苦く舎こ忠一

諦念試、天

平雲亨違ご会

うテ車軸庭
園霊園漢董重

商百千武久、

雷電一存 丁三十」×J 申藍手斧太音声

ィ暗部 の定倒ミ÷丸シナ前庭さる(爵会)

衝・速達。繁 喜寿喜連兼学大中こ上がる
時宇1主旨支え声,二蔭逼芸命車両ネ手蔓豊栄ノ令が大中こき虹願三年話し合年の

1甘く宵から暴食即しきしで三〇

一誌ま葦毛南桑寺請狂器峯より(=アマチュア膚南桑辞す、 、 〕

○ 無稔后,の種畜手車幸番号を捜一米今

与むけ⊥X下小アマチュア廣一 羊信之○曾一

与〇けさ追えるアマラコア霹1 幸三、4c○.-

再定義の宇治蒔き

○ 変更フ除歪_デモ直科

軍需- アマチュア無寿命厨

乙憲二∴きo肘以下示達唐唾

羊∴も〇〇、_

(

( 〕内国白日手数料

【〇四㍍下手もco-

亙⊃l『章Y下手ね○○

(羊口重⊃e)

(キヨ〇〇)

羊、8∞_ (キまごつ

手動- (芸誓書
○ 恵稀往事寿困春雲キ事象澤革命争奪笹準ヰ

千台○○,- Cキ∠に○)

手写OC↓_ (羊う二〇う

学年C⊂,_ 〔キ2○○⊃

羊、 ∠細_ C羊、.2〇〇)

才一事変アマチュア南稔干支-‡

井・こ副巴∴∴∴∴∴心

電養子産

前呑手足

∋日当千早 長剣ミ一事ユナ高慢

筈一軍干起こ喜寿 任 官言寄言介とたハ行歩測し\鄭〇八金程1鷲ガ\主観南-

し二千手芸-\\きし「三の

4F中†『 をやiミラ百二で奇怪

4円∑Z賢 千手喜一韮山て いちご椅高く、

手引下手P ‾玖1 xCA 丁和し川畑∵訴半円に\二だ工九時二 子〇月をし廿-

丸。1Gは す卸しも、「 両封書府秀二加プレ下毛嚢臆臆巨し蛤し壬。‾たり

-で型-



4-目…〕g三つ目 A阜- 」A⊃ンうえトに臆 フナブ八うス分と、雰早口し)きし音l∈三で

借間国法馳ロ、うちへと仕口そこ1秀、†Ⅷ序言千美男と古、音)ざし十三。.

丁相手で千 丁出占tトで つ亭十干畢\:丁申円くしし 丁利」青用‾‾ 丁証上掠しく

青竜∴J出Cトは∴∴丁や‖卦正し 屋号いつ、貫く〇千‾缶へノ 農一高、憎二手山貧富上土うつ「ニエアじきしや〇

号白雲蜜豆ヨ∴∴寄託叩きーティ二ナ合音写竺半金や合、こて前か用ノ主し辛。

卒、」」恥コンテスト寄与宋崇章

二三笠孝二=) (谷向き芭会うjl年 イせ

る目I6日 直創ミ一子でシナ串佳

∈中主三七あの人∴ユニテスト表カロり幸手きち工食う

日岡エ ア戸口4昏三上〇〇一に声1g二〇C音ご∴∴茎リラン昼前笠田に輪し

女同日ざ 主義∠中川き、 4∋〇回妾-二万二千すす圭子庫て∵千〇

丁霊慧富需1三塁」」器龍仰
千日2き日 を別ミ一手でニケ南催

フ十回ドナーコンテスト参事=こつ、て

連帯壇上夕日吉日∴〇〇二COへ膚こC〇∴ j泰山公団に耳守電轟

く雪濠単色に㌦ ままへ_ 4三〇ト個室

三喬木三谷書方イキー 匡軒喜古き甲l年目 =「幹糧守皐里雪熊手合して

8目1害日 南到ミ幸二ナ、間男しろ

甲声 8串 良創ミ一子でニケ向性

合討ミ、〒ギグ、の日二番-ガ イC目ム了因 る官有℃○ 雪目ヨミ長束合金き早2c〔り′-

リブ∈清人につ、、こ

フォノウスパ二二才ニケにつ、音了∴日間〒岬甲2三滝 〈〇醸一 現前一態涯同定†申出

イ堅帝国l蛾†44-川窪、まむし油と

年目つろ日 感漉きl鼠フ小ノウスハンディこノブ、

下もXに博J治声もCK つ却下盲や 重出I餌のう寅分母)市来-ざ 合甫4〇分頓

JAl下戸や隼、よi)モービ)し・ご徳ミ竜一濡叶谷寝汗\同>下三。

こそ 匡碇向のベンチにトラ二と二一八」古志富貴して音キツネ側は∴高三蔑起舜寸OKと、、うと

こう圭ざ二㌢つけ、葵余業蔀葛のザ申三日ぐ!き1に矛㌍郁エア二八」の南ノ合冊でそしきた、

I\二子十二ゲにつ、、てのき奄阜一案員∴諸口下手P序丁から速了ヾて合ういキツネを-)ぶ南‡惨

さ肌巨。 --臆し。つ\-に 千〇メ並<-二三高澤、芯と一言長文のて千手をこい>て官で、l向き分け

て害す>けにらい、八二9-朴,ヨ桑一帖しみごと着工匝き潅緯し享し下三。 ≧高年でムiさ巾すか

合う分と、、三〇キ崇。帝、-てゴ愈二 三証しと三夫起し 但塙喰会、車上秦ノ命、し ミ一千千ニッ、主命一

雇い 一、百千台にl達し 葉一事薬、下 垂レきし下三。

冶4冊き く怪 事卑下肇∵ 刊伯畑
2令 丁目峠や手 工A仁⊆日e′

合肥 こ「吊C丁」

一字乏臆へ

…かト砕き. 1危二 二荘「 ∀D同

省宜∴コ長イ 馬母丁

寧さし衝舎即席さし盲e



ほっY在日/名士二つ

(子国渡公害)二’

てテ」亡辛車一丁窮リア音ム六二‥ぶ -アマ衷稔一

二Iヾ会幸三幸三′ゞ、址こう[ミニど 丁ヽ;エ,・キミ十三年ここ「三仁を-) 、仁子豆>干し」、爪画幅か

古し世三と、すぐ ハムか、ウノカナ1「ノし」ノ 二と」二誓う。

定噴モ「≒訓十十季叫寸言雫で 千へしこが書手、チビiナi=7毛玉。疎らを/かっにうヤシ辛上ノ

ダ善に蒋っ手工圧す)一-臆へ二㌧をことだ、盃一、て ま亡ハム合と千慮に「三三は某っ亡。

ここ字母ろ工人J喜ニケ∴まとニラに二手むご、斤)到1_一号吉江「毒し焦三善亡く’雫享羊十」

こ、声丁子や福、乍≡専二十三毛謙二喜てい雲÷-ナiし子=ま。嘉し工桑か垣二心でいる。

=●全書つ㌧し}ゞ夢二八千三\っ1ニグロ三〇

二_小二ぎ三二麦は′÷つしこ医三まっきこらこすナ自力「詩壇-二/謙]晶だ音で三序幕

が手車二して、 lナナ】捗1うふ腫占え三(きど蜃発酵高さかすまで∋「亀子酬矛も事

表春信ナ丁マンしこ、、ぶ一-- )、寄手嚢中ライラ青春きるっ 年輩嘩∋注も′’っ÷サリ

テラ三㌔三重千言ニー二十千二音亘か勝とは善書十三 公租\寵遣辱中二鮮滝泰三幸-し

八白三、と、、うつ 一-上米工手千席デ「淳二\亨(臆) --一

衰邑 ‾起し

これと申し咋丁と二と王ら∴⊇ 垂味や宜か。幸二㌻かくフ

〔重富二尺′ぐ一三二に〕

もー早計草前日 丁宵2串 とl迂亜“暗 吐軽度どじも

日登和4午告 ぐ帝74争う

前う番買入ゞ三音吐」ゝ善し丁三。

会、 弓ミ∴∴J日4 ⊂こししY

副′会、幸三∴ :丁ト‖∴eコ工一

会∴書丁∴JÅイ 出自イ

前会ミキ 丁モーl ゼ八八匹

善 書三 二回 C白雲

訂正善言主音∴コ下士∴一〇回千

手テ∴研一 丁目ィ、 仝‾し)X

高上案音、 二項モ十 」幸)汀

㌃〇千一∴二千巨イ ‥三軍日

韓蚤一往 Ji)、1 ∴千丁ト一

陣2〇日 舌を会商刺し台

ときこれと奉り4弔事の前夜昏三未定.

前金 単さえ

山本 午盈空手

金、二> ‾熟

止重き∴堅三富喜

市慶∵ 亙十一

裏道_秦呑
吐不予 二武久

妄語も∴宍_長

川帯千春一美

テ苔:杯:英一石垣

∋戸l三日 長和ミ一千た少 雨く

券†旧番うC呑秀幸中子 に三不予だ予i二 ぎー一千たす∴rきっlモ

ー∠‡三園



クラブハウス耳マリこれし な千春で

大豆発令喬木、夷--ら守ともしをくこ-き香り幸てュ人ノ。三言圭子茎古手に耶同会⊂缶の衝七号を

仁二よりヽ「B健のアラブ人も六かようやく三寒正して「むに恒申し,こ、、重し千三分一、昂進も、蘇

二人砂中黒を牢十帝でエコでひ下葺、介か公共官宣書下に臆木、利江ノミニと一二をiら蓮華の玲前きり

鶉或し,奮-ナ時にぎ各室巻く替つましで三。 袴合う†言に当喜子」 、三品泣き奮甫車で登る。合せ足

し、きモ韻律し千二とし、こも、七二1か帝に了三洋iま今吾リ1千手梓「と重殺 韓雇の会同か

つ口)、当クラブT,童子桑門王、とこも黍三軍套幸で千 一-臆」。詞書】ひところ作手と小雀や木

ご人士二二の遼寧]三年更÷て\、モモこうと云÷轟音ご1 /斡不二人士こ埴殖ノ苗つラブとニッつラブ〕\うえ

そ寓、、垂ってい吉ごく寧モ赤穂、\し巨棒碁音し土‾くふうに受け了貴さ善し七三c三いこ先日

つラブ八もスきつし一ンこくブ)こげ′谷下副ジ爪崖に∵衰両竜三と」三下ラこ∵僚同じて、、柱だく

辛∫二を。きじ十三。勘つラブハウスグー住金ま、文、室町0とこう中二プラチナ∪ラス王室譲すら

予定こぶ葉㌻ら∴∴∴ i発令で丁かヾ 革平手せこうしくg

年月7日 和駈公園-こて 菟粗二訊けモア和音ノアス(じラィこげを行李う

二洞一舌/ル霞しか雲母岳」に荷主太駒さすこ丁子ニノ 硝出足も‖書厚薄雨ごi、喜凸

か\「雲∠キ正字優十やじきとすき、・喜、、醸ざレてこ。毒に、 ㌍霜軽モおく歩き電車b奇クが

奇でや長に脊⊥電話三。∴ 1〇資料三和シビア示し伸二車台C瑳百億六匹遼〕

に革ま\令出を言司熊さ∴ト,つC弓仕は寺も皇C合縁に辛み色事手芸、都子連

木魔境喜ピーこ唇と烏と1市来を吏射すー遺棄丁し 御子手当女子主食や手水も

ミ○○予二項=誌。∴主賓キ吏金時一雨離C諦来店下誌埴科,叩‾。〕
妄二>卜凪ぎ音丁「

1墨患
三千正 二中1白倉〇

き注二 5勘や同工

抄、β 職人喜白土

イ44帖手車戸口

1仕-

[丁目Iぐ丁」

コ下1白Aしl

鴨で「イ 冨丁K

皇位 丁主1手Ⅴ褒

うで吐 丁から“千」」

常、B∴∴了モ」 NACノ

∠生面1う芭(工) 区毎リミー一手でシナ

年ロブ静間勧串六八二′テンついの<奮宥め帝単式、

フ「Iし丁冷ユニうま上京雪-

きし来′、スライド韓」室

温さし岳を赴く、出す干主客苦しの三言書記写キオー碩寮母ざ-綻斡そのカーモービルハム

の芸霊室。今ち安さ」C駈吉和に 一丁生じ付言、丁字,惇日C コ部下F甲 ザ人工FK等

桓重く6- Cトト諸頁iこきリ ナ一三「頃レ夫\とま琴中ロ三のこ、\し、盲。モミうん_重宝嘗蓋こご

てイツ子九一日ざンてイつ‾三種三時し か春用害帝∫一谷と〆、あ〕モミみ1三、-ざレ「三。乏し了,

文理トほいlじ千十トラジ三一人」 茸も魯†言桟ごあき。動くnC症「おのハムの往生、き研

一唇手もき幸か鉦三 和たちも〇両蒲氏に勘「丁をい占う、ハムの串子らか滴坤と碇、

\\養こじ丁ミ\、、とのご可。

4貞つる窟むう 蹄1生丁眉宇ごま畠集会

酎‾へし主潮二千三三「:

圭ふやシ〕 ラッチユー 丁ロコ と七二三一。

-臆十一_く克子



一斗ちっと膏、三千巨 ノ丁十㌧、尊、二「ニーテスト)二参姐

コネは丁トキ五二\、計ら三 二台」室生丁、不二ル」不二だ∵テスト,=\「豆で一言桑柵

とし乏しく三で∴三三二一「二千即ちで雪ぎ「引力亭「碧さ毒リ王手ゞとう二“ご、、碧-’1三〇

三甘く2竜 三左上喜そ、音7)つり太秦 春季三

三売ヨ尽、丁÷‾圭を「三信に憲二三三時.ブこ連票三言、 、一日こしモスアキ、参事iロ三春/全通糸ヾ

1ぎ三す、言には∵三三吐出し芋∪ここ寿ぎ、一骨祐二喜こ∵ゆつく、)通力≡巨じ†三。三言

二だ国富卑し卦にこ こ青さ七 本市畏-ざ -、、 -°

亨三月亀田(工〕定刷ミ一手コザ 青草≒余命善に了、

弄′工司昏言争コニ」テスト三下まとめIと桑園リ乍…-奪\ 、棄て「

ナ切日し 4手早と百三月日

雇王達∴∴ <頓雪千千日ミ÷ティンゲ合こ韓、にご、雷で束

輩「呑塵イ善「二つ\、そ、

三日妻を甲(白〕非津適合メゾ甲卜を喪輿寵する
厚東=/唐十 千A仁千写食.中書定全亡l

サブ重工中庸 裔大雪‾し缶二

千臆C当し、峯と面会邑小一南砂二割、蓬莱、屯ミ奪二宮釘壊、平淳-、 ㊥嚢)、

中富玉トキでト、手書、三香登、、申妻春 無声河合惑、

三島工手玉来ここ宣言下と、中平全日空うそ【王手本命ヰ会怪恵三雲どやす」常長

亭主言う店点こう臆園丁羊土工で当主字書と音-早宮言上手早 こし中吉 ハ二三、でトラジニロバ」こきに

登玉要し,き。、二刀そ 申年帰一`妻子雫こぼ悸主っ坤ご当夢を、蛤と二呉も仕州ぎ百〇

とい三二とご′▼〇、二単二仝二義三万ノ、÷千三よこにすき仁眉‥どことどニー三寒こて舟も

三言三石で柄ゞ、ミキ毒し、、 \分妻「査レてさすだ二\\と寒い、享子。

三日王手言伝)這食)ミ÷㍉ゴロ●盲‾サ草食ヾ令室

と伸_き手套でゝ)ヽユニテスト 残巷呑む’てらノ壱寸桓時事t丸二そこ、1し草三、

今日∴∴∴∴フォ小〇十三ニコンラヱトに参エロ
三菱二七三谷へ1コ∴ ≒掻_〇千三か†宇土ヒ「こし辱‾じ千三〇

千百二千古 妄執ミ一三了二才 自陣二二三ストパを無季」

ろ二増子奮∴二を当C申三園 ニ耳、」し直し(丁申こし∵了 ‾沖」〇日き

二十三工事十三 千千l 〉や」じ

ゃ「言慎 二藍川自主 安川日きざ下さト三二三/」\」

丁印幻」C 末書、口上∴∴洋㌧き」鉦に手/獣汀力点プラ

仁,干ロブ、膏甘 プロに千二l∴\三‾丈ト を了フ、千二ナチ、ニこ音‾‾‾土も。

江再三書 き手1)ミニ正二∴丁 尊信二テストノへま辛高二予〕

江戸計ロ フト子年/二言二l草中軸中土 で本当一点ノ′きざし二二)

一書4吉ニー 」、



上席 マうソエコもチエ言も棄峯子と

八幡肴-主音享け一辞令「こて帯も討しぎや。

樟五 〇ざ『l三に0 母子、子宝C長

丁子工夫u〇 十C.∋台0

丁ミ4 」王さ まき平喜・′

ローカルニュースきり
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〈C註 とう葦 毛富士さ〇三丁十二ノブ

を千丁ラン二二「こ)臆‾テスト京子三三三\

清三、÷7、ギア二〇十-三七三二(ミ令に烹員‾へこノ三参冬ニ」言二、>∵-

三三のイ†十二

台Fマニアノミノ二二三たく→ネオ孝三 (む「ホ吐き〕

∴二 へll音ノ∴上∴ (ヾ∴ 、ア叫=亭 主 J〇十う 〇千千 予言仁二〇三園

〆\二「音ぎ-・I 了三言、

隼小宮と. く/二へへ:∴ゞ千〇

‥二臆ノ十二二 主 事‾ト・1 (ニト逐

なお世は∴∴上 二王ミイ モN/ト1

乍しくL時や

草き〇回を
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1
i

三

I
 
、

すす†卒言い汀‾

すき!手ざ丁や

二手ペイ 青く音l后

オー問ヾンドマ工三 信∴丁丁-リC〇

三、 ‾主や上手X千

三、番、丁「丁」∋>

イ二J‾声i 」貴ぶ

V日Fマルチ ′主 ニ㌻干ノ( ×しIe

イ’つ、千イ

「0 「′三五

両岳売国

三三、合平喜-

三、了や宝、

g壬も、

l 〇、 〇∠ぐ4-奏

午、4C参

と- 4手参

与、 ∋弓互

写実才子宗一奏

積夕貴「夢ヤウード引養尋_式が、千言まきわ砂子し丁ミ。

丁主I 」j三に「 こ「こく言寄つ 冨宙に二 碍費琶ずつへド食言睦言-
こ高」き十十三。、∴∴うら幻で∵シ三>ご’二三\い主音じ「三三〇 矢(ニプラスす)卜」cてこ音す。

三貴蜜/寄ナウ〇一日‖ニ二つ、』二に亨→モ套「こ こ‾土/近く匡:主.仁、 。
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寮㌧食 事二を掌アブ十へ †斑γ稜
SS掃

趣でラフ毒

手重、‡義

軍脊竜三云

仁キつつ、“蛍′

丁A弓の

丁∠:帝王_福袋ブ霞つ三つ、“

キンナ昏 ウィ二/言、三ら’や、ソケ湊「 6、うつ

G臆⊂宗主十一三c〇円

魯キ ミ菜

=iうナ百中二束争覇のすA十〇?イ糾うコA疹○⊂ゾきざ∩
4C憲-とノ辻イ毒し、食s」位二相こぞ/奮うま

す∠、芝のエリア車中二重動小事自⊂)音Cレ老公、らJAヂ○○/宣∴吾との

イC舌†ど峯子きし みS」メ〇フ垂∈省一主。

清希に音)そ、上,ダブ音エリ下旬に車重ち言雲 雀毛十〈○○彦′とら$〇し∴

鎖S⊥_ (1○○布き寄手う。

之ウィーン賛

肇㍍前賢市中二手うむの平恨矛から職〆○○パテご爪音日南と
(つぐCレ.ぶ毒しイC種/窒/イ言うタ

も、三幸、ノブ、賢

二華半亘(しエリ「、内に嘩ブ昏膏、ゼロこらイむらゴ牟クと〕音二万三との
′、○登園「こ命、SOし、 Q尽し うO再三で寄与

→桑島(こか、)乙 申三界者の幸索道申しご 宙上野勘†≒雪印寄主にご亮ミ覗き請う。

封卓遼辞去掌中王 手とう手 駒真寒‾缶六三華中仁イ○

合す桑 コ利。即 まで、

仁口す20垂 忠信「うミ一三十㌧ゴ

\子ら①畠窪二二二→テ二二上前く音 珪沃」悟旨と担任テきき掃ノ介、しそ赤、三善二も

〇台十全uモ)

二「軍イ」婁S

m・〈 中日工

事\エ4 手合.甲

J王子母聞き

こうさ・1さ千番

五和出ミeけトランミ〕一八i-へ、

SS丁(「モニタ-一

南峰葦サ記し守一

与〇倍‖g、′4陣市中、ランミ「)しへ ぎ斗テル・つD、、ノブ 試走塞葛、慶喜サイコロ、

曇参事ト、名つつリアニ,つ〇、倉Fズーピーデフも〇七、、,サ.印/上回PXアタ1、つ。曾-

C醤‾ミニや「 2トンC忌こ ノイズビギ臆しi-十㌢、エレキー,デジタル今日小つ

き〇判事やS台上ラン三十八-、 今iヾ_

ヘリ圧言ポイリブ〇アエラナ

宰さ人⊃干霊室←こ升■モ母音)ご立千二〇∴三寄せをリノゞゝ、とき二二二二、、三三し、盲、喜子で三、千呂奮

うぐミキを刈1ノ号音しにらへ手下丁、-> ふうしく芥1遜小言、てこし音三㌢や。

雪産室責量



12声†付言∋∴ 「這亘理ミニティ二、ナ

与ノI匡∴薄まのミ一一二二三言一丁と!÷、仁)苦し丁こくニ

今喜ば、丁狂⊥三〇中二ュざま仝士ざ ま手元ざ世「三「主点二鳥喜子壬)X年中ィ

ミニ、シ」 6、主食串十三直写 埴土走りきじに「

二か′\足三、号上里良℃℃Y〇、ら 二ェース幸三 むうってヨナきし幸三i

嘆「二世高点い①∴蕉㍉享年づキミ山谷i芸と; Sまく7∴啓上二 伸中村ぎ 丁℃Cき○○

点二年 軽食ミ陸きしモミ。 赤め三㌢とうこゼロ毒す

右手 Yきこぞ泣⊂\ つま弓」亡S谷、前垂三寒二人> ・でき丁丁モニターを較 芸キしくくさ

\J〇千ト:01ほ草〇三殊葬にしこで「きざしゝ。

浅∴丁で仁言上X応奇丁〇ト/1∴\(砕、C∠i】畦鼓.

赤めざと三二∵エ\\ 、ます。
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こう「∠‖ 1/台Q 恕一書一言半斗重富き

つミナナ一三三も、二千ミ芋川こて章二盲言うと 下妻ミニ務言直し羊毛蒔〕介室か「三重

子∵三三ふ中二に臆 こ高末日△しくを、丁きしき己- 1∈・古亭- どす‾ので∵ くさ三∋しくe

「7←十手ュ丁零牽∴八㌦ド⊃\、リブ

ブ(∴十干- 1\ンドつ、’、。つ

ワニ」ニナナ小二ノし二、ブ∴?

上気二部.′・\」」ド∵ブ∴)二〕

高点主幸せ「俸セミナー

」∴、三ううや二二∴「ノ亘丁。竿㌢ニ 上越ハム団電報練直「雫塗雪ぎ

アマチエで宣言手工喜I斗三一三暑く単車少食奉

‾亘二二二三紅詫註、∩心音汗)南面ミ匡トランジスタ-マニア)ゾ

二i告二、lトに_㌻∋三、一時スマスク一三去、

ご詰三号、ンドブ’、ノウ と(雫素子〇月号音手当后

「ノ仁子主点、三∴巾「日aハムモ文豪Jl写ナノ手

主上ラグ、)ラニンフ「妄言中

予メー)九でCQ…妾、、

アメリカカ玉音■-S音「 ′、

車駐寿′立みん長毎秒′三二哀
ほ音 ‾アワード、ハシテ-ス中骨、ィ年」し ゝX」二〉 -

三千三「 ∴」古、 \丁‖‖千∵善書:長吉-「二二令へ,」\エ正二ミ直,.

まま∴ナ亡十/に十三/すうにとの 二言主馨し′乙、三、の

了こ二鳥∴ゞ、桑園〕玉子で三。上章二二足†垂下注す\そ。
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轄和ら多幸〔仁千丁了卑う

牛耳安全日 清三会

ィ、季卑†喜子誉〒責三寒這:_

会二幸 吉和」S、S

亨

室町合志コ冶4 A\了と

へ、「富合

/看一理きま主導← ∈jこうしく

「「-講書くさ、寸干lXuC

へ垂諦古← 丁創しんI亡

コニラースト ○妄イ①N時丁

エコ十AN Ⅳ

「 了ウ‾ド⊃下り壁X

「一一寺務品,コA帝〉S吋

睡各国

春草叢彊富∴∴ (葛-一対無我遠、古郡日蝕

〔鎮護、言) 三三講アマ違令き冷 A\{モノ

公言し 丁E4 N層巨

邁,同 寸羽山CB

専務 ココ〈 uCX⊃

:「企画恥C戸Y
へ∇〇Yニチロ十〇農芸一

と・ -すご言草SN ロと、婁」三選浮‡ヅ芯、、二つ〇

三(今を二王毒薬葦善・き不出怜し上壬。

二私書」コ二」テスト寄奮」へ今刷る往 年〈 重工そ・、レ盲。

4. ′公言†亭ミ舌 コ和訓し・lEよiう

ま)司せつうつ、会、長一本、,さつ

三、.仁、、〔二王 匪野手呆条令と寄主を-う

牽く麹、ミ帆芸事に

(会則重責におろしうう
1、 ,会則聖二至と、

車高ミ∴○ノ余震一一瞳上=げ 時 宗中

毒三貴 勘を○○,_ →雪∑年〇〇ノー

些・三三 雪害○○._ 〇〇一掌子らごつ千〇

′>、余念 容 に〇、_ 〇、〇一基 軸._

○ 金言だ喜連、青春匡.

ノ日干仁きし榎戸うI巨・->4中臣̃う再三1日
〇 千を憲子手間を十重だゞら∑喜こし三草津で八草茎ふとで「∋.

矛、軒十川・零峯崖下画の撞養_

ぐイ) Cげ龍千手コースの雨読と

も干上穴ueモ軽重喜寿として ノ令書壕掻き&モ(川手言も行コースを李もまう.

(ご〕積ラ膏賛アワードのキ寒行

1口∴き,牝も円モメン八㌧ノ高遠よっ‾アブへ卜薬子否・黄金として、アワード等うう1二

輪プロ、1三T≡:ききし〉「三。 キ塑茎は 丁鮎AYC

〔う)無声重吉寒声寒行

丁A自白Aしく 釆王に÷「ウキ邑薯

-き4-
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園田

ぐ/皐三月臣

圭介上す二十-イこ環華南千春尊

専有C申三、 ÷鶏峠臆S中庭か薫薬)二よりナローでヒ素辰’〆しノダ-壷喪主

千言ノ事う。

2飾うら、ノブC)幸一サー集中巨とニSS章∴才も、エアミー与で⊃ナ⑩直

言利C腔≡嵐、丁乱しきき宮の千古乳ごま))恵施され盲。

従来の三時不二」エアミ「うィンケと Ss合口二軍行号室ことに奄三で三〇

(果キ上白の子息う

っモナミ一号ヤシワヾと/ハムセミナ一正′声幸

午前中モモにシナ・十食すら,/\∠、モミシーふ圭子くさニス三下吉合字工匠函

ハムセミナー内暴 虐脊蹄
(1)遼串
ぐ)遼闇)ヾゝド、∴ 今上、1寿や匿の手紙

僻つ 三木や、ゾウの奄彦三

〇\ヽ ロブ.整二葉ミ畢∴十つ工な

く、二) 遼軍陣で玉、

℃‾壬1 」ミS

さ享言音 工丁N

了康4 Dキメ

J生しさくら、∴」li当 日C沖に、『〕

くそ) 三寒芙辻ノ立,了か豪⊥_しこついて

や予i∴丁吟に」について

(中う ミ芸事連

くま〕二澄赤さ

〔丁う 送∴三く≒三重、了こ)三ナ の基本、

(ロ) ‾アニ」言う:.言三三誉暮し音三三雪ぐ

(,、、う 国頭軍曹〔ミ暗計魚丁なつ手放・〕
(≒〕 千丁工∴ミ三二エ ア二二フ〇千につししこ

紅〕八、∠高率し三言≒ \、う\、音う

む〕 アつ-ド八二二言ゾつく1

〔ロウ ニ(二二テスト歩でn

丁Al ‾干C

JAメ ロAし、

丁子当時S電

工へ†臆中 層ミB

“丁トロ囲Sも

二5,牛イ e画王

⊃定■i 雷:≡×

⊃、三イ モN付

dヾ)喜八\こド・T音良子しみかに\、う\iラ∴ニ私申出予、こ回1回尽台

書籍C 護請合

桑田蕃 討ち○命一〇→大駐車ごし盲。

牛日宇4白∴∴∴ミ一手一二}凸、

秀や日舞≦ ○ノ告ご1口十三。書

く惇†∴∴中京マチノン二二〇テストが千手宮崎臨,書じモ科挙丁項富匿′け吾く摂るなしと。

1洋二高二 七言自:乱世じ片身で-し「三二〇.

雪匿轄星星



月声主な項ヨ∴謹雪ぎ議了令室自こそ や七大)\もち「ンず/憲一奮う

雲仙上前が∴ぐ藍lヾンドにごやき、蜜、、害し丁三、 二夢二丁痴話‾華二月○;毒

!洋二J千十日貪○罵。 浜島一言〇二チエIG,&ヌ(にごるS丁⊃唇一ネッ、

ポナやの不興七大か、自尊も肌呑むモミ。菅三七おっか可はきざしモミ。

寄手積る貴賓ブコ-ドぐ檀称つ篭/声-に→、、て.

J台だして霞黍i督クミニ声で忠、食一直妄言同寺つき毒為して、 、恒久酪医アワードモ」亀

/舌下手ことを、本\幸2胃の荘重善し会で∵ ウラ二位行幸一介一韓として最i)亡げ夢二と

も≡モモ1し上人薫。言軽をの篠三十三′斧すって二乗喜し\巨でべ 会う全面与串の王墓・室一会

に示し、そ つウード梁管の奉迎∩き奉命曾/:、ノ暴説剖l害してミ4ざ、下書きの二やとく

受命的な運命華僑にとり分かります。

モモ

〔は アワード蓬できの胃垂ら

二手つ-ド芝を/香寺毒へとにご一つ、広二木妻妾ざ案の千に蛋国中尋へドニを釣ることと

春寒秀†貫古く=牽1きず喜二㌢マテ七ウノ吾6工アウディ土手で主産来訪ヨ二と

まわ アウードを誘毒

す牟臣」滝努霞つ∋つい

藍つ 博子手前尊台蒲÷轄【

骨富子寄与言争1〇月̃イ芝貫 く峯中主ノ⊃

き÷〕 アワード牽き篭葦幸一些≒芋茎

丁封青雲× G手業つ つ糾合ノてこ∴二王妄言十∋N、汀(玉垣副手≒〕

亡き〕 ‾㌻ウード蓬ぞデの“貧/金

ァゥート、漆行中「三も崇下妻須賀つラ二手肇芽c,一幕長によ-上玉に前席捧呈巧も。む「ナ

二漆一賓と養/†束すう、 「三ざしく幸一アワード桑/舎つ二つ、てデポ⊃∋喜寿怠「将は.つ相ミ」諦顕

賛つラブー「授/室へきトととま手引とすき○

〔多〕 ‾アワードの主翼_塾」 C)素案)

ひし)食S」の奄朝日 一一徳圧曳奮し
㊤⊃ 遼空事仕」「し

空費須賀市村農′ (手多昏竃も遭軒零薄一蹄寺重の幕命奄斬) 2き高とQ

s〇し、 Qさし-き入手する(三香辛料言は三種「〕イ重し棄優生プーうつィ、ソつス

C了相 コ廿仁薫_〕草食卦(三意卦昏高さ制帽二亀し)

ミ売子デル吠∵ンド、ミニ丁子母モードの寧竜三は希手套にゴミツ・宇言う、

S灯し▲i書面上この度、十さぞ秦二鼓させる

」二寵つミス_は辞書!こもうけ蚤し〕

くC)中三霜‾な寒

く二二に十手前半斗
一重国に

丁稚」祷…率碧宙フうブ、



輯和三号卓 ぐ仁q平8岳)
軽再審之皐づう、生淳に香り手筈与え二手虔.ど得賢はき串の詑会にて三軍ます昌子連で古。

∋胃と与晋 1ギヤ多三三度惑会で行をう。

しろ-」、退京冠.奪1王子令もイ洋とた駈牟1生}冬<種ノ会粛正にこす、ミ一三十二ノダに

交逢されてレまっ宝。∴孝和こ高良三琵金、さ帝\、三信奮うことに課せ

年目之乏日 韓時事詭会頭辻する

役賛辞遼 塞き竿ミ虹薗 丁目I Cト〈芸_ Jト1十〇PY、こ葺くDNⅣ-、

モFイ Xし1〇、

ならば的租 丁A十 干c∴∴∴寸、Aイ 下戸や、丁Aイ白A帆

丁日イ曇昏8.コ主イ」重さ、丁F十 王らし主

4日2e.番手賢母寸へ!レJA=ユニノミストせこ喜子丁年昏亭三二リオこンエアの手軽,

4宙王室日 通重合蒔く 再三義堂薄

霞蚤穫i 丁A 4 FF干∴套不隼人

会、畏.丁A‖白倉u∴′全\主戦、

畠!会長 丁目I C乱雲∴拝倍速一

合\計 育三イやい町∴出合軽龍

雷十全\書手∴丁干上イ XしてC 車虹寒男

ー電 …吏∴千三1しこS∴谷口噴

副書妻し き羊〈食,昏B 麻告辞奮

三幸∴缶、丁Aイ ドe 辞尊命
副巻外∴コ日I C戸Y∴亭拝利金

▽○\「∴ミ下士∵墓室トl 川端稔美

あく」二、

4目安8・三千自 ず二時丁へ二つ二言テストニ琴二刀ロ

コ王イ 丁子こ,亨\令書千木∴すりし1てユニ」テストに三春三重1口早しきこして三〇

呑肩口喜連‾寺も三〇各号ど、 2<手配、二日軸二三子リ昏こIじ下車さじで三、とごうもごくう

ち自ア白で巴〕車呑中吉雪穴毒x初在掌に奉禎
舐二玉串長束、∴卓二-、貢でこすり信実ヾら各ネ申告は六垂や軒に薫魯 平醇に曲馬、

雨がふき中、中止」こそう鋤之に希いかこは桓もし毒か:三度穴子一会、蝋に向やうま
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は
高
田
干
健
一
時
宜
分
離
貌

現
前
先
導
次
継
の
白
塾
鵬
業
爵
儲
褒

洋
室
量
か
嘉
藻
貨
一
束
識

字
扉
雷
撃

(
裏
〇
才
)
に
来
ら

韓
席
に
捺
ら
礼
る
蒲
陛
下

れ
大
島
に
囲
わ
れ
に

日
給
漁
業
の
樟
華
に
は
鼓
野
舶
須
賀
市

技
、
校
閲
県
会
競
技
を
は
じ
め
地
元
市

民
、
日
豊
糞
の
女
工
鎖
な
ど
が
約
二

鰊
葬
護
観

下
は
申
中
波
に
お
立
ち
に
な
り
、
手
を

鼓
っ
て
お
亮
送
り
の
人
た
ち
に
あ
い
さ

つ
さ
れ
た
。

八
・
五
㌔
(
十
轟
二
千
万
円
榊
弱
)

に
の
は
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

と
そ
印
綬
.
臆
だ
く

ま
に
枚
挙
の
う
ち
二
十
圭
円
か
や
や
減

っ
て
い
る
の
に
一
千
才
栗
駒
の
少
年
が

逆
信
前
年
の
二
領
土
の
十
七
人
に
の

ぼ
り
〃
十
代
を
む
し
は
む
麻
楽
〃
と
い

う
新
し
い
園
を
痩
け
に

二
転
木
津
案
、
住
所
不
定
、
圭

篤
翠
酒
(
二
二
ノ
と
井
藤
、
去
る
三
十
二

年
閏
月
十
七
口
鼓
、
秋
田
喋
陶
辺
郡
用

鞍
竹
の
妙
法
口
株
式
会
社
の
栗
木
細
禽

辞
か
ら
鋸
鰍
七
十
五
㌔
(
二
万
円
相

当
)
を
澄
ん
だ
も
の
。

ヽ

アマ無線連盟

横須賀クラブ

〃
こ
.
っ
ら
ジ

ェ
ー
・
エ
ー

・
ワ
ン
・
ア

イ
・
ア
イ
…

低
音
ブ
ー
ム
の
俗
世
胸
に
比
べ
て
ハ

ム
の
斡
弗
は
軽
く
柔
か
い
通
り
の
よ

い
l
貴
か
好
ま
れ
る
の
で
現
会
長
の
赤

木
無
き
ん
(
。
も
=
防
御
大
学
桟
敷
苫

ク
永
・
-
ム
毒
ち
な
だ
翠
不
全
蛍
を

中
心
に
こ
の
と
こ
ろ
会
-
重
訂
高
志
高

も
溝
滝
に
な
つ
一
、
近
く
食
卓
で
謙
予
言

白
鴎
に
利
用
で
言
発
熱
落
盤
美

巨○○
) 〃

)し こ

・サ ん
イ 7ま

ン
で
は
当
去

る
の
共
貞

通
称
「
ハ
ム
」
で
過
る

細か
-
つ

ア
マ
チ
ュ
ア
悪
筆
の
埋
ま
り
の
う

ち
で
は
こ
の
難
読
ク
ラ
ブ
で
は
至

調
で
五
蛸
の
う
ち
に
入
○
人
物
。
い

わ
砂
る
∵
棚
半
畠
が
こ
の
ク
ラ
ブ
の

細
胴
で
、
公
貸
出
人
を
越
え
る
艶

だ
。
実
際
に
無
貌
臓
を
潤
え
る
も
の

は
五
十
四
人
も
埼
う
。

す
で
に
一
千
七
年
ご
ろ
か
ら
懐
郷
資

の
ハ
ム
は
活
動
を
開
始
し
て
い
十
℃

そ
れ
で
も
二
十
八
竜
i
一
打
の
瀧
定

当
時
は
用
向
き
衰
横
狽
賞
刷
上
町
)

逸
兄
さ
ん
(
同
諏
浦
筋
町
)
岡
田
さ

ん
(
頒
装
甲
六
浦
町
)
ら
た
か
だ
か

十
人
く
ら
い
だ
っ
た
と
い
う
ー
。
そ
れ

が
劉
在
で
は
夜
中
の
三
嶋
に
沖
輝
の

ア
メ
リ
カ
兵
(
元
横
列
賀
慈
勤

でも歴輔の
す
る
成
長
ぶ
り
手
写
と
に
か
く
と
の

無
撤
機
も
…
茶
賞
勢
賀
蕃
坤
な
ど

の
古
物
を
娘
め
て
作
っ
た
も
の
だ
と

は
い
束
腕
に
お
ぼ
え
の
あ
る
人
た

ち
ば
か
り
で
あ
っ
て
み
れ
ば
難
度
は

い
ず
れ
も
良
好
。

一
号
言
上
墨
壷
誓
書
星
末
娘
判

言
誤
を
∴
言
だ
言
霊
丁
重
-

譲
与
牛

の
高
宮
∴
白
へ
清
直
中

所
課
∴
‖
上
告
/
年
中
∵
-
六
一
可

/
子
音
幸
:
:
主
点
∴
詰
売
人

や
‖
予
言
十
、
五
八
十
、
言
や
高
言
言
諸

手
-
』
“
ド
ー
ー
i
i
γ
-

牛
中
黒
湊
常
雄
割
当
高
黒
帯
薬

薬
型
当
戦
言
方
、
最
中
中
ロ
工

予
告
享
上
∵
予
言
高
l
∵
欽
頭
,

ー
如
、
い
㍗
出
川
半
生
中
骨
告
白
・
時
人

二
を
㍍
車
高
′
言
-
∴
常
磐

古
を
書
言
い
∵
子
中
の
.

ぎ
ょ
う
か
ち
復

旧
工
事
を
騨
始

終
頴
淡
の
が
な
く
す
ね

霊
駁
自
費
士
盗
絹
萌
で
出
航
籠
轡

汐
入
即
一
の
六
発
十
本
生
国
踵
の

巾
は
「
京
イ
ス
・
オ
ブ
。
ヨ
コ
ス

ガ
」
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
か
つ
待
ち
れ

て
い
る
。
機
関
艇
の
名
と
同
じ
ニ
ッ

う
な
ク
ラ
ブ
セ
ン
タ
ー
轟
三
信

と
い
う
の
で
し
き
り
に
セ
ン
タ
ー
艶

璧
器
を
惣
育
て
い
る
。

ケ
く
ず
高
雄
鞠
湾
辛
華
薙
本
月
か

行
う
。
接
近
に
箪
孟
子
か
予
抗
体
下

二
締
結
綴
網
羅
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番長登竜二
二の羊産と毒の贋史上毒味で寒‾千尋二と1=寧,モミリ、 ○ト1薄塩外書竜山の泰蓋し、蝉

と衣「毒リ」章二に二もらちレb三二ず、全速冨.稜線すきことか教・ど三‾ず、三寒<需ま…か、報しき二

両国

事亡、き南0讐走合直り‾ず、項詩学衿互い卓砂、承り重訂、二の早にフ、、三尊食国

寄祖母克つ含り烹罫、諦来しモミいと寒いますみヾ --〇一。

寺冬めiノi二、二二の五言車.,主.単車∴百も蜜と手刷仁一するこ、、ミニとこしノー匡今、ごきま-亡

母㌢し、モ∴春巨∴聴商うう里漫中に忠行で三春かっ王寺邑市拳ぴいとし毒す。

二7ハ千貧Qの駈畦児二 ∇‾ごYの魚苗にして、甲乙の土に二木1、こ\\至宝亡ナ時庭を0谷で

巨\ ヾ天美どす。、

千円三善「!紺蝶.杏・宝

輪馬葦
古君(日Aしし 金言一議農∴不買共襟市大聾恒丁上松

丁≡」 三度㌻-は号室一キ

ロで「与三日」! 7〈〈蕎〕称美、蚕桑雪盲奉遷ノ芝遭「うーきろ

‾丁≒」、会う-千〇S十

捲行着 甜ほし靖須貸すラブ(丁射千台雪-〕
氏壱_ 金一∋一議l コネ吉日△u

聞和ぎ4与2官主4告穫停-
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蝿やき4卑乏汚そ4日 思膏・

三業霊雷管ブ静子


